
訳
注
日
本
文
徳
天
皇
実
録
（
四
）

告　

井　

幸　

男

木　

本　

久　

子

中　

村　

み
ど
り

林　

原　

由
美
子

日
本
文
徳
天
皇
実
録
巻
第
一
　
起
嘉
祥
三
年
三
月
尽
六
月

●
五
月
己
卯
︵
二
日
︶

︻
書
き
下
し
︼

五
月
己（
二
）卯
。
大
風
ふ
き
、
木
を
折
り
草
を
殺
ぐ
。
災
を
記
す
な
り
。
①
侍
従
従
五
位
上
嶋
江
王
・
②
左
少
弁
従
五
位
下
文
室
朝
臣
助
雄
・

③
中
務
少
丞
正
六
位
上
百
済
王
忠
岑
・
④
内
舎
人
正
六
位
上
八
多
朝
臣
湊
・
⑤
従
八
位
上
清
瀧
朝
臣
岑
成
等
を
遣
わ
し
、
伊
勢
太
神
宮
に

向
か
い
、
⑥
斎
内
親
王
を
迎
え
し
む
。
⑦
建
礼
門
前
に
お
い
て
大
祓
す
。

︻
現
代
語
訳
︼

五
月
二
日
。
大
風
が
吹
き
、
木
が
折
れ
草
が
枯
れ
た
。
災
を
記
し
て
お
く
。
侍
従
従
五
位
上
嶋
江
王
・
左
少
弁
従
五
位
下
文
室
朝
臣
助

〈
訳
注
〉
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雄
・
中
務
少
丞
正
六
位
上
百
済
王
忠
岑
・
内
舎
人
正
六
位
上
八
多
朝
臣
湊
・
従
八
位
上
清
瀧
朝
臣
岑
成
等
を
伊
勢
大
神
宮
に
向
か
わ
せ
、

伊
勢
斎
王
の
迎
え
と
し
た
。
建
礼
門
の
前
で
大
祓
の
儀
を
お
こ
な
っ
た
。

︻
注
釈
︼

①
侍
従
従
五
位
上
嶋
江
王　

三
月
乙
巳
（
二
十
七
日
）
条
注
釈
⑦
参
照
。

②
左
少
弁
従
五
位
下
文
室
朝
臣
助
雄　

四
月
甲
子
（
十
七
日
）
条
注
釈
㉝
参
照
。

③
中
務
少
丞
正
六
位
上
百
済
王
忠
岑　
（
生
没
年
不
詳
）『
百
済
王
三
松
氏
系
図
』
に
よ
れ
ば
、
三
松
氏
の
祖
豊
俊
の
子
。
姉
妹
に
仁
明
宮

人
が
い
る
（
但
し
、
豊
俊
を
架
空
の
人
物
と
す
る
説
も
あ
り
。
上
野
利
三
「「
百
済
王
三
松
氏
系
図
」
の
史
料
価
値
に
つ
い
て
：
律
令
時
代
の
帰

化
人
の
基
礎
的
研
究
」（『
慶
應
義
塾
創
立
一
二
五
周
年
記
念
論
文
集
』
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
、
一
九
八
三
年
））。

④
内
舎
人
正
六
位
上
八
多
朝
臣
湊　

本
日
条
が
初
見
。
出
自
・
経
歴
未
詳
。

⑤
従
八
位
上
清
瀧
朝
臣
岑
成　

本
日
条
が
初
見
。
出
自
・
経
歴
未
詳
。

⑥
斎
内
親
王　

当
時
の
伊
勢
斎
王
（
以
下
、
斎
宮
）
は
、
仁
明
皇
女
（
母
は
高
宗
女
王
）
の
久
子
内
親
王
（
？
―
八
七
六
）。
天
長
十
年

（
八
三
三
）
仁
明
の
即
位
に
よ
り
斎
宮
に
卜
定
さ
れ
、
潔
斎
の
後
、
承
和
二
年
（
八
三
五
）
に
伊
勢
へ
向
か
っ
た
。
約
十
五
年
間
の
在
任

中
に
は
、「
焼
官
舍
一
百
余
宇
」
と
い
う
斎
宮
の
火
災
に
あ
っ
て
い
る
。
仁
明
崩
御
に
よ
り
そ
の
任
を
解
か
れ
た
。

⑦
建
礼
門
前
に
お
い
て
大
祓
す　

嶋
江
王
以
下
、
伊
勢
へ
発
遣
さ
れ
る
使
者
の
た
め
の
大
祓
。
こ
の
後
、
久
子
内
親
王
が
い
つ
入
京
し
た

か
は
不
明
で
あ
る
が
、
天
皇
崩
御
に
よ
り
退
下
す
る
場
合
、
伊
賀
国
の
阿
保
か
ら
大
和
国
の
都
介
に
入
り
、
河
内
の
茨
田
や
摂
津
の
大

江
で
祓
え
を
お
こ
な
う
な
ど
し
て
、
一
ヶ
月
以
上
か
け
て
入
京
し
た
。
大
同
元
年
（
八
〇
六
）
の
桓
武
崩
御
に
際
し
て
は
、「
令
大

和
・
伊
賀
両
国
造
行
宮
。
為
斎
内
親
王
帰
京
也
」
と
（
三
月
癸
巳
（
二
十
九
日
）
紀
）、
崩
御
後
す
ぐ
に
斎
宮
退
下
の
た
め
の
行
宮
を
造
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る
よ
う
大
和
と
伊
賀
に
通
達
さ
れ
、
翌
月
十
五
日
に
迎
え
の
使
者
が
発
遣
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
天
安
二
年
（
八
五
八
）
の
文
徳
崩
御
に

際
し
て
は
、
崩
御
か
ら
約
一
ヶ
月
後
に
斎
宮
の
解
任
を
告
げ
る
使
者
が
伊
勢
に
発
遣
さ
れ
（
九
月
二
十
日
紀
）、
翌
月
八
日
に
、「
遣
散

位
従
五
位
下
内
宗
王
・
従
五
位
下
守
左
少
弁
丹
墀
真
人
貞
岑
等
、
迎
伊
勢
斎
内
親
王
。
大
祓
於
建
礼
門
前
而
発
使
焉
」
と
あ
る
よ
う
に
、

本
日
条
と
同
様
に
建
礼
門
の
前
で
大
祓
を
お
こ
な
っ
て
か
ら
、
迎
え
の
使
者
が
発
遣
さ
れ
て
い
る
。

�

（
木
本
）

●
五
月
庚
辰
︵
三
日
︶

︻
書
き
下
し
︼

庚（
三
）辰
。
①
六
七
日
の
御
斎
会
を
修
す
。
②
従
五
位
上
坂
上
大
宿
禰
正
野
・
③
左
京
亮
従
五
位
下
飯
高
朝
臣
永
雄
等
を
東
大
寺
使
と
な
す
。

④
散
位
従
五
位
下
百
済
王
教
福
・
⑤
源
朝
臣
頴
等
を
元
興
寺
使
と
な
す
。
⑥
刑
部
少
輔
従
五
位
下
藤
原
朝
臣
関
雄
・
⑦
散
位
源
朝
臣
同
等

を
興
福
寺
使
と
な
す
。
⑧
散
位
従
五
位
下
丹
墀
真
人
縄
主
・
⑨
文
室
朝
臣
墾
田
麻
呂
等
を
大
安
寺
使
と
な
す
。
⑩
前
越
後
守
従
五
位
下
丹

墀
真
人
氏
永
・
⑪
散
位
大
宅
朝
臣
年
雄
等
を
西
大
寺
使
と
な
す
。
⑫
散
位
従
五
位
下
高
階
真
人
信
澄
・
⑬
在
原
朝
臣
善
淵
等
を
法
隆
寺
使

と
な
す
。
⑭
散
位
従
五
位
上
百
済
王
慶
世
・
⑮
従
五
位
下
橘
朝
臣
三
夏
等
を
薬
師
寺
使
と
な
す
。

︻
現
代
語
訳
︼

三
日
。
仁
明
の
六
七
日
の
御
斎
会
を
お
こ
な
っ
た
。
従
五
位
上
坂
上
大
宿
禰
正
野
・
左
京
亮
従
五
位
下
飯
高
朝
臣
永
雄
な
ど
を
東
大
寺
使

と
し
た
。
散
位
従
五
位
下
百
済
王
教
福
・
源
朝
臣
穎
等
を
元
興
寺
使
と
し
た
。
刑
部
少
輔
従
五
位
下
藤
原
朝
臣
関
雄
・
散
位
源
朝
臣
同
等

を
興
福
寺
使
と
し
た
。
散
位
従
五
位
下
丹
治
真
人
縄
主
・
文
室
朝
臣
墾
田
麻
呂
等
を
大
安
寺
使
と
し
た
。
前
越
後
守
従
五
位
下
丹
治
真
人
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氏
永
・
散
位
大
宅
朝
臣
年
雄
等
を
西
大
寺
使
と
し
た
。
散
位
従
五
位
下
高
階
真
人
信
澄
・
在
原
朝
臣
善
淵
等
を
法
隆
寺
使
と
し
た
。
散
位

従
五
位
上
百
済
王
慶
世
・
従
五
位
下
橘
朝
臣
三
夏
等
を
薬
師
寺
使
と
し
た
。

︻
注
釈
︼

①
六
七
日
の
御
斎
会
を
修
す　

五
七
日
ま
で
は
、
初
七
日
と
同
じ
近
陵
の
七
ヶ
寺
で
斎
会
が
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
六
七

日
で
は
大
和
国
の
七
大
寺
で
斎
会
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
な
お
、
桓
武
の
中
陰
供
養
の
場
合
も
、
五
七
日
の
み
大
和
国
の
大
安
寺
や

秋
篠
寺
な
ど
で
斎
会
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
留
意
さ
れ
る
（
三
月
乙
巳
（
二
十
七
日
）
条
注
釈
①
参
照
）。

②
従
五
位
上
坂
上
大
宿
禰
正
野　

四
月
己
酉
（
二
日
）
条
注
釈
�
参
照
。

③
左
京
亮
従
五
位
下
飯
高
朝
臣
永
雄　
（
生
没
年
不
詳
）
承
和
十
一
年
（
八
四
四
）
正
六
位
上
か
ら
従
五
位
下
と
な
り
、
同
十
二
年
に
左
京

亮
に
任
じ
ら
れ
、
本
日
条
に
至
る
。
仁
明
皇
女
の
時
子
内
親
王
（
同
十
四
年
）・
尚
侍
従
二
位
百
済
王
慶
命
（
嘉
祥
二
年
（
八
四
九
））・

嵯
峨
皇
女
の
秀
子
内
親
王
（
同
三
年
）
が
そ
れ
ぞ
れ
薨
去
し
た
際
に
も
喪
事
を
監
護
し
て
い
る
。

④
散
位
従
五
位
下
百
済
王
教
福　
（
？
―
八
五
四
）
従
四
位
下
安
義
の
子
。
本
年
正
月
、
源
頴
・
橘
三
夏
ら
と
と
も
に
正
六
位
上
か
ら
従
五

位
下
に
叙
さ
れ
、
本
日
条
に
至
る
。
斉
衡
元
年
（
八
五
四
）
に
卒
去
し
た
時
の
年
齢
を
、『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
は
四
十
八
歳
と
載

せ
る
が
、
他
本
に
は
三
十
八
歳
と
載
せ
る
も
の
も
あ
る
。

⑤
源
朝
臣
頴　
（
？
―
八
七
九
）
嵯
峨
源
氏
、
源
常
ま
た
は
明
の
子
。
本
年
正
月
、
百
済
王
教
福
・
橘
三
夏
ら
と
と
も
に
正
六
位
上
か
ら
従

五
位
下
に
叙
さ
れ
、
本
日
条
に
至
る
。

⑥
刑
部
少
輔
従
五
位
下
藤
原
朝
臣
関
雄　

三
月
乙
巳
（
二
十
七
日
）
条
注
釈
⑱
参
照
。

⑦
散
位
源
朝
臣
同　
（
生
没
年
不
詳
）
嵯
峨
源
氏
、
弘
の
子
か
。
本
日
条
が
初
見
。『
尊
卑
』
に
侍
従
従
五
位
上
と
み
え
る
。

30



⑧
散
位
従
五
位
下
丹
墀
真
人
縄
主　
（
生
没
年
不
詳
）
承
和
十
五
年
（
八
四
八
）
正
六
位
上
か
ら
従
五
位
下
に
叙
さ
れ
、
本
日
条
に
至
る
。

仁
寿
元
年
（
八
五
一
）
に
は
仁
明
の
御
忌
斎
会
の
弁
備
僧
供
司
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。

⑨
文
室
朝
臣
墾
田
麻
呂　
（
生
没
年
不
詳
）
浄
三
（
天
武
孫
）
の
孫
か
（
同
時
代
、
浄
三
の
孫
に
宮
田
麻
呂
・
海
田
麻
呂
が
い
る
）。
本
日
条
が

初
見
。
こ
の
他
、
天
安
二
年
（
八
五
八
）
に
正
親
正
と
な
っ
た
記
事
が
み
ら
れ
る
の
み
。

⑩
前
越
後
守
従
五
位
下
丹
墀
真
人
氏
永　
（
生
没
年
不
詳
）
承
和
六
年
（
八
三
九
）
正
月
七
日
に
正
六
位
上
か
ら
従
五
位
下
に
叙
さ
れ
、
同

十
一
日
に
越
後
守
と
な
る
。
続
く
越
後
守
任
命
が
同
十
年
の
従
五
位
上
佐
伯
宿
禰
利
世
で
あ
る
の
で
、
四
年
の
任
期
を
終
え
、
本
日
条

に
至
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

⑪
散
位
大
宅
朝
臣
年
雄　
（
生
没
年
不
詳
）
承
和
五
年
（
八
三
八
）
円
仁
と
と
も
に
通
事
と
し
て
入
唐
（『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
巻
第
一
）。

承
和
十
三
年
（
八
四
六
）
正
六
位
上
か
ら
従
五
位
下
に
叙
さ
れ
、
本
日
条
に
至
る
。

⑫
散
位
従
五
位
下
高
階
真
人
信
澄　
（
生
没
年
不
詳
）
本
日
条
が
初
見
。
出
自
・
経
歴
不
詳
。

⑬
在
原
朝
臣
善
淵　

四
月
甲
子
（
十
七
日
）
条
注
釈
㊶
参
照
。

⑭
散
位
従
五
位
上
百
済
王
慶
世　
（
生
没
年
不
詳
）『
百
済
王
三
松
氏
系
図
』
に
よ
れ
ば
、
教
俊
（
三
松
氏
の
祖
と
さ
れ
る
豊
俊
の
兄
弟
）
の

子
。
姉
妹
に
嵯
峨
尚
侍
の
慶
命
・
仁
明
宮
人
の
永
慶
が
い
る
。
天
長
六
年
（
八
二
九
）
従
六
位
下
か
ら
従
五
位
下
（『
類
従
国
史
』
九
十

九
）、
承
和
十
二
年
（
八
四
五
）
従
五
位
下
か
ら
従
五
位
上
に
叙
さ
れ
る
。
同
十
四
年
に
は
斎
院
長
官
に
任
命
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後

本
日
条
に
至
る
ま
で
の
経
歴
は
不
明
で
あ
る
。

⑮
従
五
位
下
橘
朝
臣
三
夏　

三
月
乙
巳
（
二
十
七
日
）
条
注
釈
㉗
参
照
。

�

（
木
本
）
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●
五
月
辛
巳
︵
四
日
︶

︻
書
き
下
し
︼

辛（
四
）巳

。
①
嵯
峨
太
皇
大
后
崩
ず
。

︻
現
代
語
訳
︼

四
日
。
嵯
峨
太
皇
太
后
が
崩
御
し
た
。

︻
注
釈
︼

①
嵯
峨
太
皇
大
后
崩
ず　

嵯
峨
太
皇
太
后
は
橘
嘉
智
子
（
七
八
六
―
八
五
〇
）。
橘
清
友
の
娘
（
母
は
田
口
氏
）
で
、
仁
明
お
よ
び
淳
和
皇

后
正
子
内
親
王
の
母
。
嵯
峨
が
親
王
の
時
に
妃
と
な
り
、
大
同
四
年
（
八
〇
九
）
夫
人
、
弘
仁
六
年
（
八
一
五
）
皇
后
、
同
十
四
年
皇

太
后
と
な
り
、
仁
明
の
即
位
に
よ
り
太
皇
太
后
と
な
っ
た
。
崩
御
の
翌
日
に
深
谷
山
に
葬
ら
れ
る
が
、
遺
令
に
よ
っ
て
薄
葬
し
山
陵
を

営
ま
な
か
っ
た
（
五
月
壬
午
（
五
日
）
条
参
照
）。

�

（
木
本
）

●
五
月
壬
午
︵
五
日
︶

︻
書
き
下
し
︼

壬（
五
）午
。
太
皇
大
后
を
①
深
谷
山
に
葬
る
。
遺
令
に
て
薄
葬
し
、
山
陵
を
営
ま
ず
。
是
よ
り
先
、
民
間
訛
言
し
て
云
わ
く
、
今こ
と
し茲
三
日
餻
く
さ
も
ち

を
造
る
べ
か
ら
ず
。
母
子
無
き
を
以
て
な
り
。
識
者
聞
き
て
こ
れ
を
悪
む
。
三
月
に
至
り
て
宮
車
②
晏
駕
し
、
是
の
月
ま
た
大
后
山
陵
の
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事
有
り
。
其
の
母
子
無
き
こ
と
、
遂
に
訛
言
の
如
し
。
此
の
間
、
田
野
に
草
有
り
。
俗
に
③
母
子
草
と
名
づ
く
。
二
月
に
始
め
て
生
じ
、

莖
葉
白
く
し
て
脆
し
。
三
月
三
日
に
属あ

う
ご
と
に
、
婦
女
こ
れ
を
採
り
、
蒸
し
擣
き
て
以
て
餻
と
な
す
を
、
伝
え
て
歳
事
と
な
る
。
今
年

此
の
草
繁
ら
ざ
る
に
非
ず
。
生
民
の
訛
言
、
天
そ
の
口
を
仮
る
。
太
皇
大
后
、
姓
は
橘
氏
、
諱
は
嘉
智
子
。
父
④
清
友
、
少
く
し
て
沈
厚

な
り
。
書
記
を
渉
獵
す
。
⑤
身
長
六
尺
二
寸
、
眉
目
画
の
如
く
し
て
、
挙
止
甚
だ
都
み
や
び
や
か

な
り
。
⑥
宝
亀
八
年
、
⑦
高
麗
国
使
い
を
遣
わ
し

て
聘
を
修
む
。
清
友
、
年
弱
冠
に
在
り
。
良
家
の
子
の
姿
儀
魁
偉
な
る
を
以
て
、
遣
客
に
接
対
す
。
高
麗
大
使
献
可
大
夫
史
都
蒙
こ
れ
を

見
て
器
と
す
。
通
事
舎
人
⑧
山
於
野
上
に
問
い
て
云
わ
く
、
彼
の
一
少
年
、
何
人
た
る
や
、
と
。
野
上
対
え
て
、
是
れ
京
洛
の
一
白
面
な

る
の
み
、
と
。
都
蒙
相
法
に
明
ら
か
な
り
。
野
上
に
語
り
て
云
わ
く
、
此
の
人
毛
骨
常
に
非
ず
、
子
孫
大
貴
な
ら
ん
、
と
。
野
上
云
わ
く
、

請
う
ら
く
は
命
の
長
短
を
問
わ
ん
こ
と
を
、
と
。
都
蒙
云
わ
く
、
三
十
二
に
て
厄
有
り
。
此
れ
を
過
ぎ
な
ば
、
恙
無
し
、
と
。
其
の
後
清

友
、
⑨
田
口
氏
の
女
を
娶
り
て
、
后
を
生
す
。
延
暦
五
年
内
舎
人
と
な
り
、
八
年
病
に
て
家
に
終
る
。
時
に
年
三
十
二
。
こ
れ
を
験
す
る

に
果
し
て
都
蒙
の
言
の
如
し
。

后
は
人
と
な
り
寛
和
に
し
て
、
⑩
風
容
絶
異
な
り
。
手
は
膝
に
過
ぎ
、
髪
は
地
に
委
せ
、
観
る
者
皆
驚
く
。
⑪
嵯
峨
太
上
天
皇
、
初
め
親

王
た
る
に
后
に
納
れ
、
寵
遇
は
日
に
隆
ん
な
り
。
天
皇
祚
に
登
り
、
弘
仁
の
始
め
、
拝
し
て
夫
人
と
な
る
。
是
よ
り
先
数
日
、
后
針
の
孔

よ
り
出
で
て
、
左
市
の
中
に
立
つ
を
夢
み
る
。
⑫
六
年
秋
七
月
七
日
、
后
亦
た
仏
の
瓔
珞
を
着
け
る
を
夢
み
、
居
る
こ
と
五
六
日
、
立
ち

て
皇
后
と
な
る
。
⑬
十
四
年
、
天
皇
位
を
淳
和
皇
帝
に
禅
り
、
天
皇
を
尊
び
て
太
上
天
皇
と
な
し
、
皇
后
を
皇
大
后
と
な
す
。
仁
明
天
皇

受
禅
す
る
に
、
皇
大
后
を
尊
び
て
、
太
皇
大
后
と
な
し
、
后
の
父
に
太
政
大
臣
正
一
位
、
母
に
正
一
位
を
追
贈
す
。
⑭
后
自
ら
泡
幻
を
明

ら
か
に
し
、
篤
く
仏
理
を
信
ず
。
⑮
一
仁
祠
を
建
て
て
檀
林
寺
と
名
づ
け
、
比
丘
尼
の
持
律
の
者
を
遣
わ
し
、
寺
家
に
入
住
せ
し
む
。
仁

明
天
皇
其
の
功
徳
を
助
け
、
五
百
戸
の
封
を
施
捨
し
、
以
て
供
養
に
充
つ
。
后
亦
た
弟
右
大
臣
氏
公
朝
臣
と
、
議
し
て
学
舎
を
開
く
。

⑯
学
䆠䆠
（
館
）院

と
名
づ
け
、
諸
子
弟
に
勧
め
て
、
経
書
を
誦
習
す
る
こ
と
、
朝
夕
済
々
。
⑰
時
の
人
以
て
漢
の
鄧
皇
后
に
比
す
。
初
め
⑱
法
華
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寺
に
苦
行
の
尼
有
り
。
名
を
禅
雲
と
曰
う
。
后
の
未
だ
笄
せ
ざ
る
を
見
て
、
就
き
て
其
の
臂
た
だ
む
き

を
把
り
て
云
わ
く
、
君
後
に
当
に
天
子
及

び
皇
后
の
母
と
な
る
べ
し
、
と
。
后
窃
か
に
こ
れ
を
記
し
、
遂
に
⑲
仁
明
天
皇
及
び
淳
和
太
皇
大
后
を
生
む
。
后
尼
の
言
を
追
想
し
、
其

の
所
在
を
訪
う
も
、
尼
時
に
既
に
亡
し
。
⑳
仁
明
天
皇
の
不
予
甚
だ
篤
き
に
及
び
、
后
哀
戚
し
毀
容
す
。
㉑
遂
に
髪
を
剃
り
尼
と
な
り
て
、

冥
救
を
求
む
る
な
り
。
天
皇
の
崩
ず
る
後
、
相
尋
い
で
后
も
亦
た
崩
ず
。
㉒
時
に
年
六
十
五
。
后
正
位
の
後
、
専
ら
化
導
に
務
め
、
㉓
宮

闈
の
内
、
陰
教
邕
穆
す
。
朝
野
こ
れ
を
称
す
。
嵯
峨
天
皇
特
に
敬
重
を
加
え
、
意
愛
甚
だ
密
な
り
。
㉔
古
老
相
伝
う
に
、
伊
予
国
神
野
郡
、

昔
高
僧
有
り
。
名
は
灼
然
。
称
し
て
聖
人
と
な
す
。
弟
子
有
り
。
名
は
上
仙
。
山
頂
に
住
止
し
て
、
精
進
練
行
す
る
こ
と
灼
然
を
過
ぐ
。

諸
鬼
神
等
、
皆
頤
指
に
随
う
。
上
仙
嘗
て
従
容
と
し
て
所
親
の
檀
越
に
語
り
て
云
わ
く
、
我
は
本
人
間
に
在
る
は
、
天
子
に
同
し
き
の
尊

き
に
有
り
て
、
多
く
快
楽
を
受
く
。
時
に
是
の
一
念
を
作
し
、
我
当
に
来
た
る
べ
き
生
に
は
天
子
と
作
る
を
得
ん
。
我
今
出
家
し
て
、
㉕

常
に
禅
病
を
治
め
、
余
習
を
遣
う
と
雖
も
、
気
分
猶
残
る
。
我
如
し
天
子
と
な
ら
ば
、
必
ず
郡
名
を
以
て
名
字
と
な
さ
ん
、
と
。
其
の

年
上
仙
命
終
す
。
是
よ
り
先
、
郡
下
の
橘
里
に
孤
独
の
姥
有
り
。
橘
嫗
と
号
す
。
家
産
を
傾
尽
し
、
上
仙
を
供
養
す
。
上
仙
化
去
の
後
、

嫗
審
問
を
得
て
、
泣
涕
横
流
し
て
云
わ
く
、
吾
和
尚
と
、
久
し
く
檀
越
た
り
。
願
わ
く
は
来
生
に
在
り
て
も
、
倶
に
一
処
に
会
し
、
相
親

近
す
る
こ
と
を
得
ん
、
と
。
俄
か
に
し
て
嫗
も
亦
た
命
終
す
。
其
の
後
未
だ
幾
ば
く
な
ら
ず
し
て
、
天
皇
誕
生
す
。
㉖
乳
母
有
り
。
姓
は

神
野
。
先
朝
の
制
、
皇
子
の
生
ま
る
る
毎
に
、
乳
母
の
姓
を
以
て
こ
れ
を
名
と
な
す
。
故
に
神
野
を
以
て
天
皇
の
諱
と
な
す
。
㉗
後
に
郡

名
の
天
皇
の
諱
と
同
じ
き
を
以
て
、
改
め
て
新
居
と
名
づ
く
。
后
時
に
夫
人
に
し
て
、
橘
夫
人
と
号
す
。
所
謂
天
皇
の
前
身
は
、
上
仙
是

な
り
。
橘
嫗
の
後
身
は
、
夫
人
是
な
り
。
后
嘗
て
多
く
宝
幡
及
び
繍
文
の
袈
裟
を
造
り
て
、
妙
巧
を
窮
尽
す
。
左
右
其
の
意
を
知
ら
ず
。

後
に
沙
門
㉘
恵
萼
を
遣
わ
し
て
海
に
泛
か
び
て
入
唐
せ
し
め
、
繍
文
の
袈
裟
を
以
て
㉙
定
聖
者
・
僧
伽
和
上
・
康
僧
等
に
施
し
奉
り
、
宝

幡
及
び
鏡
匳
の
具
を
以
て
㉚
五
台
山
寺
に
施
入
す
。
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︻
現
代
語
訳
︼

五
日
。
太
皇
太
后
を
深
谷
山
に
葬
っ
た
。
遺
令
に
よ
っ
て
薄
葬
し
、
山
陵
を
営
ま
な
か
っ
た
。
こ
れ
よ
り
前
に
世
間
で
は
、「
今
年
は
母

子
草
が
無
い
の
で
三
日
草
餅
を
作
れ
な
い
」
と
の
風
評
が
あ
っ
た
。
有
識
者
は
こ
れ
を
聞
い
て
、
よ
い
こ
と
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
三
月

に
な
っ
て
天
皇
が
亡
く
な
り
、
今
月
ま
た
太
后
も
亡
く
な
っ
た
。
母
子
が
亡
く
な
っ
た
の
は
、
風
評
の
通
り
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
世
間

で
は
俗
に
母
子
草
と
呼
ば
れ
る
草
が
野
原
に
生
え
て
い
る
。
二
月
に
始
め
て
生
え
、
莖
や
葉
は
白
く
て
脆
い
。
毎
年
三
月
三
日
に
な
る
と
、

婦
女
が
こ
れ
を
採
り
、
蒸
し
搗
い
て
草
餅
を
作
る
こ
と
が
、
中
国
よ
り
伝
わ
っ
て
、
歳
事
と
な
っ
て
い
る
。
今
年
こ
の
草
が
繁
ら
な
い
と

い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
の
だ
が
。
民
衆
の
風
評
と
い
う
も
の
は
、
天
が
そ
の
口
を
借
り
て
言
っ
て
い
る
の
だ
。
太
皇
太
后
は
、
姓
は
橘
氏

で
諱
は
嘉
智
子
で
あ
る
。
父
の
清
友
は
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
落
ち
着
い
て
い
て
、
書
籍
に
広
く
親
し
ん
で
い
た
。
身
長
は
六
尺
二
寸
あ
り
、

容
姿
が
非
常
に
美
し
く
、
立
ち
居
振
る
舞
い
は
甚
だ
雅
び
で
あ
っ
た
。
宝
亀
八
年
（
七
七
七
）
に
渤
海
国
が
使
者
を
遣
わ
し
て
来
朝
し
た
。

清
友
は
ま
だ
弱
年
で
あ
っ
た
が
、
良
家
の
子
で
風
采
が
大
き
く
立
派
で
あ
っ
た
の
で
、
使
者
に
応
接
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
渤
海
大
使
で

献
可
大
夫
の
史
都
蒙
は
、
そ
の
器
量
の
す
ば
ら
し
さ
を
見
て
取
っ
た
。
そ
こ
で
通
事
舎
人
の
山
於
野
上
に
「
あ
の
少
年
は
何
者
か
」
と
問

う
た
と
こ
ろ
、
野
上
は
「
た
だ
の
都
在
住
の
若
輩
者
で
す
」
と
答
え
た
。
都
蒙
は
人
相
を
見
る
の
に
長
け
て
い
た
の
で
、
野
上
に
、「
こ

の
人
の
容
貌
は
尋
常
で
は
な
い
。
子
孫
は
大
い
に
栄
え
る
だ
ろ
う
」
と
語
っ
た
。
野
上
が
「
寿
命
は
ど
の
く
ら
い
か
、
お
き
き
し
て
も
よ

ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
」
と
言
う
と
、
都
蒙
は
「
三
十
二
歳
で
厄
が
有
る
。
こ
れ
を
過
ぎ
た
な
ら
ば
、
大
丈
夫
」
と
言
っ
た
。
そ
の
後
清
友

は
、
田
口
氏
の
娘
を
娶
っ
て
、
后
が
生
ま
れ
た
。
延
暦
五
年
（
七
八
六
）
に
内
舎
人
と
な
り
、
八
年
に
病
気
で
家
で
亡
く
な
っ
た
。
時
に

年
三
十
二
歳
。
ま
さ
に
都
蒙
の
言
っ
た
と
お
り
で
あ
っ
た
。

太
皇
太
后
は
人
柄
が
寛
和
で
、
容
貌
が
極
め
て
優
れ
て
お
り
、
腕
は
膝
を
過
ぎ
る
ほ
ど
長
く
、
髪
も
地
に
余
る
ほ
ど
で
あ
り
、
見
る
人
は

皆
感
嘆
し
た
。
嵯
峨
が
ま
だ
親
王
で
あ
っ
た
時
に
入
侍
し
た
が
、
寵
遇
は
日
々
増
し
て
い
っ
た
。
嵯
峨
が
即
位
す
る
と
、
弘
仁
元
年
（
八
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〇
九
）
に
夫
人
の
位
を
授
か
っ
た
。
こ
れ
よ
り
数
日
前
、
嘉
智
子
は
針
の
孔
か
ら
出
て
東
の
市
の
中
に
立
つ
と
い
う
夢
を
見
た
。
六
年
秋

七
月
七
日
に
は
、
仏
の
装
身
具
を
身
に
着
け
て
い
る
夢
を
見
て
、
五
六
日
の
後
に
皇
后
と
な
っ
た
。
十
四
年
、
嵯
峨
が
淳
和
に
譲
位
す
る

と
、
淳
和
は
嵯
峨
を
尊
ん
で
太
上
天
皇
、
皇
后
を
皇
太
后
と
し
、
仁
明
が
受
禅
す
る
と
、
皇
太
后
を
尊
ん
で
太
皇
太
后
と
し
、
そ
の
父
に

太
政
大
臣
正
一
位
、
母
に
正
一
位
を
追
贈
し
た
。
嘉
智
子
は
自
ら
世
の
無
常
を
明
ら
か
に
し
、
篤
く
仏
教
を
信
じ
た
。
一
寺
を
建
て
て
檀

林
寺
と
名
づ
け
、
戒
律
を
よ
く
守
っ
て
い
る
比
丘
尼
を
寺
に
遣
わ
し
て
、
入
住
さ
せ
た
。
仁
明
も
そ
の
功
徳
を
助
け
、
五
百
戸
の
封
戸
を

喜
捨
し
、
寺
の
供
養
料
に
充
て
た
。
ま
た
嘉
智
子
は
弟
の
右
大
臣
氏
公
朝
臣
と
話
し
合
っ
て
学
舎
を
開
い
た
。
こ
れ
を
学
館
院
と
名
づ
け
、

諸
子
弟
を
集
め
る
と
、
経
書
を
読
み
習
わ
せ
、
朝
夕
多
く
の
人
々
が
出
入
り
し
た
。
時
の
人
は
こ
れ
を
漢
の
鄧
皇
后
に
擬
え
た
。
ま
た
昔
、

法
華
寺
に
苦
行
を
お
こ
な
っ
て
い
る
禅
雲
と
い
う
名
の
尼
が
お
り
、
嘉
智
子
が
未
だ
成
人
し
て
い
な
い
頃
に
彼
女
を
見
た
尼
は
、
そ
の
腕

を
と
っ
て
、「
後
に
天
皇
と
皇
后
の
母
と
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
言
っ
た
。
嘉
智
子
は
窃
か
に
こ
れ
を
記
し
て
い
た
が
、
遂
に
仁
明
と

淳（
正
子
内
親
王
）

和
太
皇
太
后
を
生
ん
だ
た
め
、
尼
の
言
葉
を
思
い
出
し
、
そ
の
所
在
を
訪
ね
た
が
、
尼
は
既
に
亡
く
な
っ
て
い
た
。
仁
明
の
病
気
が
非

常
に
重
く
な
る
と
、
嘉
智
子
は
哀
し
み
痩
せ
衰
え
、
と
う
と
う
剃
髪
し
て
尼
と
な
り
、
仏
に
よ
る
救
い
を
求
め
た
。
仁
明
の
崩
御
後
、
嘉

智
子
も
ま
た
後
を
追
う
よ
う
に
亡
く
な
っ
た
。
時
に
六
十
五
歳
。
嘉
智
子
は
立
后
の
後
、
ひ
た
す
ら
教
化
に
務
め
、
後
宮
内
は
彼
女
の
教

え
に
よ
っ
て
和
や
か
に
な
っ
た
。
官
民
は
こ
れ
を
称
賛
し
た
。
嵯
峨
も
特
に
敬
い
、
愛
情
は
こ
ま
や
か
だ
っ
た
。
古
老
が
伝
え
る
に
は
、

伊
予
国
神
野
郡
に
、
昔
灼
然
と
い
う
高
僧
が
い
て
、
聖
人
と
称
さ
れ
て
い
た
。
灼
然
に
は
上
仙
と
い
う
弟
子
が
い
て
、
山
頂
に
居
住
し
、

精
進
練
行
す
る
こ
と
は
灼
然
を
し
の
ぐ
ほ
ど
だ
っ
た
。
鬼
神
な
ど
も
皆
上
仙
の
指
示
に
従
っ
た
。
上
仙
は
か
つ
て
親
し
い
信
徒
と
語
ら
い

合
っ
た
時
、「
自
分
は
元
々
世
俗
に
い
た
頃
、
天
子
と
同
様
の
尊
い
身
分
に
あ
り
、
多
く
の
快
楽
を
享
受
し
て
い
た
。
こ
の
時
、
自
分
は

来
世
に
は
天
子
と
な
る
だ
ろ
う
と
の
一
念
を
発
し
た
。
自
分
は
今
出
家
し
て
、
常
に
禅
病
を
治
め
、
深
い
煩
悩
す
ら
退
け
た
が
、
そ
の
気

持
ち
は
ま
だ
残
っ
て
い
る
。
私
が
も
し
天
子
と
な
っ
た
な
ら
ば
、
必
ず
郡
名
を
名
前
と
し
よ
う
」
と
言
っ
た
。
そ
の
年
上
仙
は
亡
く
な
っ
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た
。
こ
れ
よ
り
前
、
郡
内
の
橘
里
に
孤
独
な
老
嫗
が
い
て
、
橘
嫗
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
橘
嫗
は
家
産
を
出
し
尽
く
し
て
、
上
仙
を
供
養
し

て
い
た
。
上
仙
が
亡
く
な
っ
た
後
、
嫗
に
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
ひ
ど
く
泣
き
な
が
ら
、「
自
分
は
長
ら
く
上
仙
の
信
徒
で
あ
り
、
願

わ
く
ば
来
世
に
お
い
て
も
、
共
に
同
じ
所
に
生
ま
れ
、
そ
ば
近
く
に
い
て
親
し
く
し
た
い
」
と
言
っ
て
い
た
。
す
ぐ
に
嫗
も
ま
た
亡
く

な
っ
た
。
そ
の
後
幾
ば
く
も
せ
ず
、
嵯
峨
が
誕
生
し
た
。
嵯
峨
に
は
神
野
と
い
う
姓
の
乳
母
が
お
り
、
先
朝
の
制
で
は
、
皇
子
が
生
ま
れ

る
ご
と
に
、
乳
母
の
姓
を
名
と
し
た
た
め
、
神
野
を
嵯
峨
の
諱
と
し
た
。
後
に
嵯
峨
の
諱
を
敬
避
し
て
、
神
野
郡
は
新
居
郡
と
改
め
ら
れ

た
。
嘉
智
子
は
こ
の
時
夫
人
で
あ
り
、
橘
夫
人
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
嵯
峨
の
前
身
が
上
仙
で
あ
り
、
橘
嫗
の
後
身
が
嘉
智
子
で
あ

る
。
嘉
智
子
は
か
つ
て
多
く
の
宝
幡
や
刺
繍
を
施
し
た
袈
裟
を
作
っ
て
、
妙
巧
を
極
め
尽
く
し
て
い
た
。
周
囲
の
者
た
ち
は
そ
の
本
意
を

知
ら
な
か
っ
た
が
、
後
に
沙
門
恵
萼
を
入
唐
さ
せ
る
と
、
そ
の
刺
繍
を
施
し
た
袈
裟
を
、
定
聖
者
・
僧
伽
和
上
・
康
僧
等
の
た
め
に
施
さ

せ
、
宝
幡
や
鏡
筥
を
五
台
山
寺
へ
施
入
さ
せ
た
。

︻
注
釈
︼

①
深
谷
山　

愛
宕
社
参
詣
道
の
西
、
愛
宕
念
仏
寺
の
西
北
。
現
在
の
京
都
市
右
京
区
嵯
峨
鳥
居
本
深
谷
町
。『
延
喜
式
』
諸
陵
寮
に
は

「
嵯
峨
陵
〈
太
皇
大
后
橘
氏
。
在
山
城
国
葛
野
郡
。
兆
域
東
西
六
町
、
南
二
町
、
北
五
町
。
守
戸
三
烟
。
不
入
頒
幣
之
例
〉」
と
み
え
る
。

②
晏
駕　
「
晏
」
は
、
晩お
そ

い
。「
駕
」
は
、
乗
り
物
の
意
。
天
子
が
死
ん
で
も
う
朝
廷
に
来
な
い
こ
と
を
、
い
つ
も
よ
り
遅
い
お
出
ま
し
と

表
現
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
天
皇
・
上
皇
の
崩
御
を
忌
ん
で
い
う
言
葉
。

③
母
子
草　

別
名
は
御
形
（
春
の
七
草
の
一
つ
）。
漢
名
は
鼠
麹
草
・
黍
麹
菜
。『
荊
楚
歳
時
記
』
に
「
三
月
三
日
（
中
略
）
こ
の
日
、
黍

麹
菜
の
汁
を
取
り
て
羮
を
作
り
、
蜜
を
以
て
粉
に
和ま
ぶ

す
。
こ
れ
を
龍
舌
䉽䉽
と
謂
ひ
、
以
て
時
気
を
厭は
ら

ふ
」
と
あ
る
。
近
世
に
な
っ
て
か

ら
、
草
餅
を
作
る
の
に
母
子
草
に
代
え
て
蓬
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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④
清
友　
（
七
五
八
―
八
九
）
伝
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
本
文
に
詳
し
い
。

⑤
身
長
六
尺
二
寸　

約
一
八
八
セ
ン
チ
。

⑥
宝
亀
八
年　

宝
亀
七
年
（
七
七
六
）
十
二
月
乙
巳
（
二
十
二
日
）　

紀
に
「
渤
海
国
遣
献
可
大
夫
司
賓
少
令
開
国
男
史
都
蒙
等
一
百
八
十

七
人
、
賀
我
即
位
、
并
赴
彼
国
王
妃
之
喪
。
比
着
我
岸
」、
同
八
年
正
月
癸
酉
（
二
十
日
）　

紀
に
「
遣
使
問
渤
海
使
史
都
蒙
等
曰

云
々
」、
同
年
二
月
壬
寅
（
二
十
日
）　

紀
に
「
召
渤
海
使
史
都
蒙
等
三
十
人
入
朝
。
時
都
蒙
言
曰
云
々
」、
同
年
四
月
庚
寅
（
九
日
）　

紀
に
「
渤
海
使
史
都
蒙
等
入
京
」、
同
月
癸
卯
（
二
十
二
日
）　

紀
に
「
渤
海
使
史
都
蒙
等
貢
方
物
。
奏
曰
云
々
」、
同
月
戊
申
（
二
十
七

日
）　

紀
に
「
天
皇
臨
軒
。
授
渤
海
大
使
献
可
大
夫
司
賓
少
令
開
国
男
史
都
蒙
正
三
位
（
中
略
）
賜
国
王
禄
、
具
載
勅
書
。
史
都
蒙

已
下
亦
各
有
差
」、
同
年
五
月
丁
巳
（
七
日
）
紀
に
「
天
皇
御
重
閣
門
、
観
射
騎
。
召
渤
海
使
史
都
蒙
等
、
亦
会
射
場
（
中
略
）
蕃
客
亦

奏
本
国
之
楽
。
事
畢
賜
大
使
都
蒙
已
下
綵
帛
各
有
差
」、
同
月
癸
酉
（
二
十
三
日
）
紀
に
「
渤
海
使
史
都
蒙
等
帰
蕃
（
中
略
）
賜
渤
海
王

書
曰
、
天
皇
敬
問
渤
海
国
王
。
使
史
都
蒙
等
、
遠
渡
滄
溟
、
来
賀
踐
祚
（
中
略
）
又
縁
都
蒙
請
（
後
略
）」
な
ど
と
あ
る
。
清
友
が
使
わ

さ
れ
た
の
は
同
八
年
正
月
癸
酉
（
二
十
日
）
紀
か
。

⑦
高
麗
国　

渤
海
国
の
こ
と
。

⑧
山
於
野
上　

山
上
氏
は
憶
良
以
来
、
外
交
経
験
に
富
む
。
同
氏
は
後
に
大
春
日
氏
に
改
姓
し
、
天
文
・
暦
・
陰
陽
な
ど
の
分
野
で
活
躍

す
る
が
、
春
日
氏
族
は
先
祖
の
大
矢
田
以
来
、
小
野
妹
子
・
粟
田
真
人
・
羽
栗
翼
な
ど
、
外
交
活
動
に
長
け
る
人
物
を
輩
出
し
て
い
る
。

⑨
田
口
氏　

蘇
我
氏
の
一
族
。
川
堀
（
蝙
蝠
）
臣
が
大
和
国
高
市
郡
田
口
村
（
現
在
の
奈
良
県
橿
原
市
田
中
町
・
和
田
町
付
近
）
に
住
し
て

蘇
我
田
口
臣
を
称
し
た
の
に
は
じ
ま
る
。

⑩
風
容
絶
異
な
り
︙　

嘉
智
子
の
容
貌
は
、
法
華
寺
（
後
述
注
釈
⑱
参
照
）
の
本
尊
十
一
面
観
音
立
像
の
モ
デ
ル
と
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

美
術
史
上
で
は
法
華
寺
本
尊
は
光
明
皇
后
（
藤
原
安
宿
媛
）
の
肖
像
と
見
る
の
が
定
説
で
あ
る
が
、
嘉
智
子
と
法
華
寺
の
関
連
性
、
並
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び
に
本
日
条
に
み
え
る
「
手
過
於
膝
」
と
、
十
一
面
観
音
立
像
の
右
腕
が
身
丈
に
比
べ
て
非
常
に
長
い
こ
と
の
合
致
な
ど
か
ら
、
嘉
智

子
の
肖
像
と
見
る
説
が
提
唱
さ
れ
、
支
持
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
藤
谷
俊
雄
「
大
和
法
華
寺
の
沿
革
」（
角
田
文
衛
編
『
国
分
寺
の

研
究
』
上
巻
、
一
九
三
八
年
））。

⑪
嵯
峨
太
上
天
皇
︑
初
め
親
王
た
る
に
后
に
納
れ
︙　

嘉
智
子
の
入
侍
の
時
期
は
不
詳
だ
が
、
嵯
峨
即
位
後
間
も
な
い
大
同
四
年
（
八
〇

九
）
六
月
丁
亥
（
十
三
日
）
紀
に
、「
是
日
、
立
高
津
内
親
王
為
妃
。
橘
朝
臣
某
、
多
治
比
真
人
高
子
為
夫
人
」
と
み
え
る
。

⑫
六
年
秋
七
月
七
日
︙　

弘
仁
六
年
（
八
一
五
）
七
月
壬
午
（
十
三
日
）
紀
に
「
立
夫
人
従
三
位
橘
朝
臣
諱
〈
嘉
智
子
〉
為
皇
后
」
と
あ

る
。
史
上
唯
一
の
橘
氏
の
立
后
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
嵯
峨
の
三
十
名
以
上
に
及
ぶ
后
妃
に
は
、
王
族
な
い
し
聖
武
系
王
権
と
も

密
接
な
関
係
を
持
つ
王
族
末
裔
氏
族
の
子
女
が
多
く
見
受
け
ら
れ
、
彼
女
ら
が
政
局
安
定
化
の
意
図
の
も
と
入
内
し
た
こ
と
、
そ
れ
ら

王
族
末
裔
氏
族
の
中
で
も
特
に
橘
氏
を
そ
の
中
軸
と
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
嵯
峨
は
王
氏
中
軸
の
嫡
出
で
あ
っ
た
嘉
智

子
の
立
后
に
よ
り
、
王
氏
族
の
統
括
と
統
合
を
目
論
見
た
と
す
る
説
も
あ
る
（
中
林
隆
之
「
嵯
峨
王
権
論
―
婚
姻
政
策
と
橘
嘉
智
子
の
立

后
を
て
が
か
り
に
―
」（『
市
大
日
本
史
』
一
〇
、
二
〇
〇
七
年
））。

⑬
十
四
年
︙　

弘
仁
十
四
年
（
八
二
三
）
四
月
庚
子
（
十
六
日
）
受
禅
。
同
月
丁
未
（
二
十
三
日
）
に
そ
れ
ぞ
れ
嵯
峨
と
嘉
智
子
を
太
上
天

皇
・
皇
太
后
と
す
る
最
初
の
詔
が
下
っ
て
い
る
。

⑭
后
自
ら
泡
幻
を
明
ら
か
に
し　

泡
幻
は
仏
典
に
「
夢
幻
泡
影
」
と
あ
り
、
世
の
儚
く
定
め
の
な
い
こ
と
を
い
う
。

⑮
一
仁
祠
を
建
て
て
檀
林
寺
と
名
づ
け　

檀
林
寺
は
現
京
都
市
右
京
区
嵯
峨
に
あ
っ
た
尼
寺
。
承
和
三
年
（
八
三
六
）
閏
五
月
壬
午
（
十

四
日
）
紀
に
「
造
檀
林
寺
使
」
の
語
が
み
え
る
こ
と
か
ら
、
嘉
智
子
が
承
和
年
中
（
八
三
四
―
四
八
）
に
建
立
し
た
と
さ
れ
る
。
嵯
峨

の
七
七
日
の
御
斎
会
や
忌
日
の
仏
事
な
ど
公
的
な
法
会
も
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
唐
僧
義
空
が
招
か
れ
、
日
本
で
最
初
の
禅
学
交

流
の
道
場
に
も
な
っ
た
。
延
長
六
年
（
九
二
八
）
火
災
に
遭
い
、
平
安
時
代
中
期
に
は
廃
絶
。
跡
地
に
は
現
在
天
龍
寺
が
あ
る
。
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⑯
学
䆠䆠
（
館
）院　

橘
氏
の
氏
院
で
、
平
安
京
右
京
二
条
西
大
宮
辺
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
大
学
別
曹
の
一
つ
。
嘉
智
子
と
氏
公
に
よ
り
承
和
十
一

～
十
四
年
（
八
四
四
―
四
七
）
頃
創
立
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
が
、
大
学
別
曹
と
な
っ
た
の
は
康
保
元
年
（
九
六
四
）
の
こ
と
で
あ
る
。

学
館
院
の
「
館
」
の
字
は
、
国
史
大
系
は
「
䆠䆠
」
を
用
い
て
い
る
が
、
佐
伯
有
清
編
『
六
国
史
』
巻
七
の
頭
注
で
は
「
䆠䆠
」
は
「
宦
」

の
訛
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
今
日
用
い
ら
れ
る
「
学
館
院
」
の
字
は
『
西
宮
記
』
等
に
み
ら
れ
る
が
、『
伊
呂
波
字
類
抄
』
や
『
台
記
』

で
は
「
官
」
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
字
彙
か
ら
も
「
宦
」（
＝
役
人
と
な
る
心
得
を
学
ぶ
）
が
正
し
い
の
で
は
と
す
る
見
解
も
あ
る
。

⑰
時
の
人
以
て
漢
の
鄧
皇
后
に
比
す　

鄧
皇
后
（
八
一
―
一
二
一
）
は
後
漢
和
帝
の
皇
后
、
鄧
綏
。『
後
漢
書
』
皇
后
紀
の
和
熹
鄧
皇
后
伝

に
「
詔
、
徴
和
帝
弟
済
北
・
河
間
王
子
男
女
年
五
歳
以
上
四
十
余
人
、
又
鄧
氏
近
親
子
孫
三
十
余
人
、
並
開
邸
第
、
教
学
経
書
。
躬
自

監
試
、
尚
幼
者
使
置
師
保
、
朝
夕
入
宮
撫
存
詔
導
。
恩
愛
甚
渥
」
と
あ
る
。

⑱
法
華
寺　

法
華
寺
は
現
奈
良
市
法
華
町
に
あ
る
寺
院
。
称
徳
朝
の
天
平
神
護
二
年
（
七
六
六
）
十
月
壬
寅
（
二
十
日
）
紀
に
「
奉
請
隅

寺
毘
沙
門
像
所
現
舍
利
於
法
華
寺
」、「
此
寺
方
朕
外
祖
父
先
乃
太
政
大
臣
藤
原
大
臣
之
家
仁
在
」
と
あ
り
、
元
々
称
徳
の
外
祖
父
で
あ

る
藤
原
不
比
等
の
邸
宅
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
不
比
等
の
邸
宅
は
そ
の
薨
去
後
、
娘
の
光
明
皇
后
（
安
宿
媛
）
が
伝
領
し
、
皇
后

宮
と
し
て
用
い
た
も
の
を
、
天
平
十
七
年
（
七
四
五
）
五
月
戊
辰
（
十
一
日
）「
旧
皇
后
宮
為
宮
寺
也
」
と
宮
寺
に
し
て
お
り
、
こ
れ
が

法
華
寺
の
前
身
と
な
っ
た
。
法
華
寺
の
寺
号
は
、
天
平
十
九
年
（
七
四
七
）
正
月
付
「
法
華
寺
政
所
牒
」（
正
倉
院
文
書
）
が
初
見
で
、

こ
れ
以
前
に
改
称
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
造
法
華
寺
司
は
延
暦
元
年
（
七
八
二
）
に
廃
止
さ
れ
た
。

⑲
仁
明
天
皇
及
び
淳
和
太
皇
大
后　

仁
明
と
淳
和
太
皇
太
后
正
子
内
親
王
は
ど
ち
ら
も
大
同
五
年
（
弘
仁
元
年
・
八
一
〇
）
の
生
ま
れ
で
、

双
子
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
仁
明
は
正
子
内
親
王
所
生
の
淳
和
皇
子
恒
貞
親
王
を
立
太
子
し
た
が
、
承
和
九
年
（
八
四
二
）
に
廃
太
子

し
て
い
る
（
承
和
の
変
）。
嘉
智
子
は
こ
の
時
、
恒
貞
親
王
を
廃
太
子
に
追
い
込
ん
だ
藤
原
良
房
方
に
加
担
し
、
娘
正
子
内
親
王
の
恨

み
を
買
う
こ
と
に
な
っ
た
。
以
後
、
正
子
内
親
王
は
恒
貞
親
王
と
共
に
淳
和
の
後
院
の
淳
和
院
に
て
厚
く
仏
教
に
帰
依
し
て
過
ご
し
て
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い
た
と
さ
れ
、
本
日
条
に
至
っ
て
い
る
。
四
十
一
歳
。

⑳
仁
明
天
皇
の
不
予
甚
だ
篤
き
に
及
び
︙　

本
年
（
八
五
〇
）
正
月
乙
酉
（
六
日
）
条
に
「
聖
躬
不
予
」
と
あ
る
。
仁
明
は
こ
の
二
ヶ
月

後
の
三
月
己
亥
（
二
十
一
日
）
に
崩
御
し
た
。

㉑
遂
に
髪
を
剃
り
尼
と
な
り
て
︙　

冥
は
、
人
の
目
に
見
え
な
い
神
仏
、
ま
た
そ
の
は
た
ら
き
を
意
味
す
る
。
嘉
智
子
の
出
家
に
つ
い
て
、

本
日
条
で
は
、
子
の
仁
明
へ
の
仏
の
加
護
を
求
め
る
た
め
と
し
て
い
る
が
、『
続
後
紀
』
本
年
三
月
辛
丑
（
二
十
三
日
）
紀
で
は
「
嵯

峨
太
皇
大
后
、
依
病
入
道
」
と
あ
り
、
自
ら
の
病
の
た
め
と
し
て
い
る
。
実
際
に
は
、
嘉
智
子
の
出
家
時
に
仁
明
は
既
に
崩
御
し
て
い

た
。

㉒
時
に
年
六
十
五　

嘉
智
子
は
六
十
五
歳
で
亡
く
な
っ
た
と
す
る
。
し
か
し
本
日
条
に
「
弟
」
と
あ
る
氏
公
は
、
承
和
十
四
年
（
八
四

七
）
十
二
月
庚
戌
（
十
九
日
）
の
薨
伝
に
「
以
太
后
弟
、
歴
此
顕
要
焉
。
薨
時
年
六
十
五
」
と
あ
り
、
そ
の
後
、
嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
）

に
六
十
五
歳
で
亡
く
な
っ
た
嘉
智
子
よ
り
年
上
と
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
ど
ち
ら
か
の
表
記
に
つ
い
て
誤
記
が
疑
わ
れ
る
。

㉓
宮
闈
の
内
︑
陰
教
邕
穆
す　

宮
闈
と
は
、
後
宮
の
こ
と
。
陰
教
と
は
、
女
の
教
え
を
意
味
す
る
。『
晋
書
』
巻
三
十
一
列
伝
、
第
一
后

妃
上
の
序
に
「
陰
教
洽
于
宮
闈
、
淑
誉
騰
於
区
域
」、
同
書
巻
八
十
八
列
伝
、
第
五
十
八
孝
友
の
桑
虞
伝
に
「
虞
五
世
同
居
、
閨
門
邕

穆
」
と
あ
る
。
ま
た
『
三
国
志
』
巻
二
十
二
魏
書
の
陳
矯
伝
に
は
「
夫
閨
門
雍
穆
、
有
徳
有
行
、
吾
敬
陳
元
方
兄
弟
」
と
い
う
表
現
が

あ
る
。
邕
穆
と
は
雍
穆
と
同
じ
く
、
打
ち
解
け
あ
っ
た
和
や
か
な
様
子
を
意
味
す
る
。

㉔
古
老
相
伝
う
に
︙　

嵯
峨
の
転
生
譚
は
『
日
本
霊
異
記
』
下
巻
、
第
三
十
九
「
智
行
並
具
禅
師
重
得
人
身
生
国
皇
之
子
縁
」
の
後
半
に

同
じ
内
容
が
み
え
る
。

（
前
略
）
又
伊
予
国
神
野
郡
郷
内
有
山
。
名
号
石
鎚
山
。
是
即
彼
山
有
石
槌
神
之
名
也
。
其
山
高
崪崪
而
、
凡
夫
不
得
登
到
。
但
淨

行
人
耳
、
登
到
而
居
住
。
昔
諾
楽
宮
二
十
五
年
治
天
下
勝
宝
応
真
聖
武
太
上
天
皇
之
御
世
、
又
同
宮
九
年
治
天
下
帝
姫
阿
倍
天
皇
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御
世
、
彼
山
有
浄
行
禅
師
而
修
行
。
其
名
為
寂
仙
菩
薩
。
其
時
世
人
道
俗
、
貴
彼
浄
行
故
、
美
称
菩
薩
。
帝
姫
天
皇
御
世
於
九
年

宝
字
二
年
歳
次
戊
戌
年
、
寂
仙
禅
師
、
臨
命
終
日
、
而
留
録
文
、
授
弟
子
告
之
而
言
、「
自
我
命
終
以
後
、
歴
二
十
八
年
之
間
、

生
於
国
王
之
子
、
名
為
神
野
。
是
以
当
知
。
我
寂
仙
云
々
。」
然
歴
二
十
八
年
、
而
平
安
宮
治
天
下
山
部
天
皇
御
世
延
暦
五
年
歳

次
丙
寅
年
、
則
生
於
山
部
天
皇
皇
子
、
其
名
為
神
野
親
王
。
今
平
安
宮
疏
十
四
季
、
治
天
下
賀
美
能
天
皇
是
也
。
是
以
定
知
、
此

聖
君
也
。（
後
略
）

　
　
『
日
本
霊
異
記
』
で
は
、
上
仙
は
寂
仙
と
あ
り
、
聖
武
・
孝
謙
朝
に
伊
予
国
神
野
郡
の
霊
山
石
鎚
山
で
浄
行
し
て
い
た
と
す
る
。
新

居
郡
と
上
仙
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
の
『
小
松
邑
誌
』
千
足
山
村
の
項
に
「
仏
光
山
〈
往
古
号
石
土
山
〉、

福
知
院
横
峯
〈
仁
和
寺
末
四
国
霊
場
第
六
〇
番
札
所
石
鎚
山
社
別
当
〉、
灼
然
〈
諡
石
仙
〉、
菩
薩
開
基
（
中
略
）
聖
人
入
滅
ノ
后
上

仙
上
人
先
師
ノ
肖
像
ヲ
造
テ
、
当
山
ニ
安
置
シ
、
石
仙
菩
薩
ノ
尊
号
ヲ
奉
リ
、
一
宇
ヲ
営
テ
（
中
略
）
今
ノ
石
仙
堂
是
ナ
リ
ト
云
。

（
中
略
）
第
二
世
光
定
上
人
」
と
あ
る
。
な
お
、
僧
侶
が
生
ま
れ
変
わ
っ
て
天
皇
と
な
る
転
生
譚
は
、
平
安
時
代
末
期
『
今
鏡
』
の
崇

徳
、
鎌
倉
時
代
初
期
『
古
事
談
』
の
清
和
、
南
北
朝
時
代
『
増
鏡
』
の
四
条
な
ど
の
例
が
あ
る
。

㉕
常
に
禅
病
を
治
め
︙　

禅
病
と
は
、
自
己
流
の
誤
っ
た
座
禅
修
行
を
お
こ
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る
も
の
で
、
座
禅
の
時
に
発
生
す

る
妄
見
妄
想
や
、
座
禅
修
行
に
伴
う
種
々
の
病
気
を
意
味
す
る
。
余
習
は
、
煩
悩
を
断
っ
た
後
に
も
残
る
煩
悩
の
潜
在
的
影
響
力
の
こ

と
を
指
す
。

㉖
乳
母
有
り
︒
姓
は
神
野　

嵯
峨
の
乳
母
は
、
延
暦
十
年
（
七
九
一
）
正
月
甲
戌
（
十
三
日
）
紀
に
「
大
秦
公
忌
寸
浜
刀
自
女
賜
姓
賀
美

能
宿
禰
。
賀
美
能
親
王
之
乳
母
也
」
と
あ
り
、
本
日
条
の
内
容
と
は
逆
で
あ
る
。

㉗
後
に
郡
名
の
天
皇
の
諱
と
同
じ
き
を
以
て
︙　
『
類
聚
国
史
』
巻
二
十
八
天
皇
避
諱
に
「
大
同
四
年
九
月
乙
巳
、
改
伊
予
国
神
野
郡
為

新
居
郡
、
以
触
上
諱
也
」
と
あ
る
。
天
皇
の
諱
を
敬
避
し
て
郡
名
を
改
め
る
例
は
、
桓
武
が
「
臣
子
之
礼
、
必
避
君
諱
。
比
者
、
先
帝
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御
名
及
朕
之
諱
、
公
私
触
犯
。
猶
不
忍
聞
。
自
今
以
後
、
宜
並
改
避
。
於
是
改
姓
白
髪
部
為
真
髪
部
、
山
部
為
山
」（
延
暦
四
年
（
七
八

五
）
五
月
丁
酉
（
三
日
）
紀
）
と
制
し
て
お
り
、
嵯
峨
の
兄
平
城
の
諱
も
「
改
紀
伊
国
安
諦
郡
、
為
在
田
郡
、
以
詞
渉
天
皇
諱
也
」（
大

同
元
年
（
八
〇
六
）
七
月
戊
戌
（
七
日
）
紀
）、
弟
淳
和
の
諱
も
「
改
大
伴
宿
禰
宿
禰
、
爲
伴
宿
禰
。
触
諱
也
」（
弘
仁
十
四
年
（
八
二
三
）

四
月
壬
子
（
二
十
八
日
）
紀
）
と
し
て
、
郡
名
（
氏
名
）
の
避
諱
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
こ
れ
ら
の
煩
瑣
な
手
続
き
と
、
嵯

峨
・
淳
和
の
唐
風
趣
味
に
よ
る
名
付
け
の
変
化
等
か
ら
、
こ
れ
以
後
の
同
例
は
見
ら
れ
な
く
な
る
（
告
井
幸
男
「
名
代
に
つ
い
て
」（『
史

窓
』
七
一
、
二
〇
一
四
年
））。

㉘
恵
萼　
（
生
没
年
不
詳
）
恵
萼
は
嘉
智
子
か
ら
禅
僧
招
聘
の
命
を
受
け
て
入
唐
し
、
唐
杭
州
塩
官
県
霊
池
院
の
斉
安
国
師
の
高
弟
義
空
を

連
れ
帰
っ
た
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。

㉙
定
聖
者
・
僧
伽
和
上
・
康
僧　

定
聖
者
に
つ
い
て
は
不
詳
。
僧
伽
（
六
二
八
―
七
一
〇
）
は
、
パ
ミ
ー
ル
の
北
に
あ
る
何
国
出
身
の
僧

侶
で
、
唐
に
入
っ
て
活
動
し
た
。
死
後
も
し
ば
し
ば
姿
を
現
し
た
と
さ
れ
、
信
仰
を
集
め
た
。
日
本
で
も
九
～
十
一
世
紀
に
僧
伽
を
信

仰
し
た
僧
侶
の
例
が
あ
る
。
康
僧
は
、
康
僧
会
の
こ
と
か
。
康
僧
会
（
？
―
二
八
〇
）
は
、
康
居
国
に
生
ま
れ
イ
ン
ド
で
育
っ
た
僧
侶

で
、
呉
の
孫
権
の
支
援
を
受
け
た
。
康
僧
会
も
死
後
、
唐
の
時
代
に
姿
を
現
し
た
こ
と
か
ら
、
人
々
に
畏
れ
ら
れ
た
（
勝
浦
令
子
「
平

安
期
皇
后
・
皇
太
后
の
〈
漢
〉
文
化
受
容
―
信
仰
を
中
心
に
―
」（『
中
古
文
学
』
一
〇
〇
、
二
〇
一
七
年
））。

㉚
五
台
山　

中
国
、
山
西
省
東
北
部
の
五
台
県
に
あ
る
霊
山
。
峨
眉
山
・
天
台
山
と
と
も
に
中
国
三
大
仏
教
霊
場
の
一
つ
と
さ
れ
る
。
標

高
三
〇
四
〇
メ
ー
ト
ル
。
東
、
南
、
西
、
北
、
中
に
五
峰
が
そ
び
え
立
ち
、
峰
頂
が
い
ず
れ
も
広
く
台
状
を
し
て
い
る
の
で
五
台
山
と

名
付
け
ら
れ
た
。
別
名
、
清
涼
山
・
紫
府
山
。
大
塔
寺
、
清
涼
寺
、
金
閣
寺
、
北
山
寺
な
ど
が
建
つ
。

�

（
告
井
・
中
村
・
林
原
）
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●
五
月
丙
戌
︵
九
日
︶

︻
書
き
下
し
︼

丙（
九
）戌

。
①
清
涼
殿
を
荘
厳
し
、
金
光
明
経
・
地
蔵
経
各
一
部
、
及
び
新
造
の
地
蔵
菩
薩
像
一
躯
を
安
置
す
。
百
僧
を
屈
請
し
、
先
皇
の

七
々
日
の
御
斎
会
を
修
す
。
解
座
の
後
、
便
ち
大
極
殿
に
於
い
て
、
三
ヶ
日
を
限
り
、
大
般
若
経
を
転
読
す
。
以
て
甘
雨
を
祈
る
な
り
。

時
に
応
じ
て
雨
降
る
。
是
の
日
、
制
有
り
て
、
諸
名
神
の
た
め
に
七
十
人
を
度
せ
し
む
。
各
名
神
の
た
め
に
発
願
誓
念
す
。
そ
の
得
度
者

は
、
②
皆
神
の
字
を
以
て
名
の
首
め
に
被
る
。

︻
現
代
語
訳
︼

九
日
。
清
涼
殿
を
仏
堂
と
し
て
装
飾
し
、
金
光
明
経
・
地
蔵
経
を
そ
れ
ぞ
れ
一
部
と
新
造
の
地
蔵
菩
薩
像
を
一
躯
安
置
し
た
。
百
僧
を
招

き
、
仁
明
の
七
々
日
の
御
斎
会
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
れ
が
終
わ
る
と
す
ぐ
に
、
大
極
殿
に
お
い
て
、
三
日
間
大
般
若
経
を
転
読
さ
せ
た
。

祈
雨
の
た
め
で
あ
る
。
程
な
く
し
て
雨
が
降
っ
た
。
こ
の
日
、
制
が
有
っ
て
、
諸
名
神
の
た
め
に
七
十
人
が
得
度
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
名
神

の
た
め
に
祈
り
願
う
た
め
で
あ
る
。
得
度
し
た
者
は
み
な
神
の
字
を
名
の
は
じ
め
に
付
け
ら
れ
た
。

︻
注
釈
︼

①
清
涼
殿
を
荘
厳
し
︙　

仁
明
が
崩
御
し
た
の
は
清
涼
殿
で
あ
り
（
三
月
己
亥
（
二
十
一
日
）
紀
）、
本
日
条
に
お
い
て
同
殿
が
仏
堂
と
さ

れ
、
最
後
の
中
陰
供
養
で
あ
る
七
々
日
の
斎
会
が
行
わ
れ
た
。
仁
寿
元
年
（
八
五
一
）
二
月
十
三
日
に
は
、
文
徳
に
よ
っ
て
、
仁
明
の

深
草
陵
の
近
く
に
移
築
さ
れ
、
嘉
祥
寺
と
さ
れ
て
い
る
。

②
皆
神
の
字
を
以
て
名
の
首
め
に
被
る　

文
徳
の
即
位
奉
幣
に
か
か
る
得
度
。
受
戒
に
際
し
て
派
遣
先
の
社
名
な
ど
か
ら
一
字
を
取
っ
て
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名
を
与
え
る
諸
社
片
字
の
初
例
で
あ
る
（
大
原
眞
弓
「
即
位
儀
礼
に
見
え
る
仏
舎
利
信
仰
：
一
代
一
度
仏
舎
利
使
に
つ
い
て
」（『
京
都

女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
紀
要
史
学
編
』
第
十
五
号
、
二
〇
一
六
年
）。

�

（
木
本
）

●
五
月
丁
亥
︵
十
日
︶

︻
書
き
下
し
︼

丁（
十
）亥
。
終
日
陰
雲
、
夜
に
入
り
雨
降
る
。

︻
現
代
語
訳
︼

十
日
。
終
日
曇
り
、
夜
に
な
っ
て
雨
が
降
っ
た
。

�

（
木
本
）

●
五
月
戊
子
︵
十
一
日
︶

︻
書
き
下
し
︼

戊（
十
一
）子。

加
雨
。
水
潦
奔
溢
。
時
の
人
以
為
ら
く
、
諸
僧
の
苦
請
の
誠
に
龍
王
感
動
す
る
な
り
。

︻
現
代
語
訳
︼

十
一
日
。
雨
が
続
い
た
。
大
雨
で
洪
水
に
な
り
そ
う
な
ほ
ど
で
あ
る
。
世
間
で
は
、
僧
ら
の
誠
心
誠
意
の
願
い
が
龍
王
を
感
動
さ
せ
た
の
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だ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。

�

（
木
本
）

●
五
月
庚
寅
︵
十
三
日
︶

︻
書
き
下
し
︼

庚（
十
三
）寅。

僧
五
十
口
を
請
い
、
東
宮
・
中
宮
に
分
配
し
て
、
三
ヶ
日
を
限
り
、
大
般
若
経
を
転
読
す
。

︻
現
代
語
訳
︼

十
三
日
。
僧
五
十
人
を
招
き
、
東
宮
と
中
宮
に
分
け
て
、
三
日
間
大
般
若
経
を
転
読
さ
せ
た
。

�

（
木
本
）

●
五
月
壬
辰
︵
十
五
日
︶

︻
書
き
下
し
︼

壬（
十
五
）辰。
流
人
①
橘
逸
勢
に
正
五
位
下
を
追
贈
す
。
詔
し
て
遠
江
国
に
下
し
、
帰
し
て
本
郷
に
葬
る
。
逸
勢
は
②
右
中
弁
従
四
位
下
入
居
の

子
な
り
。
性
た
る
は
放
誕
に
し
て
、
細
節
に
拘
わ
ら
ず
。
尤
も
隷
書
に
妙
え
、
宮
門
の
傍
題
に
手
迹
見
在
す
。
延
暦
の
季
、
聘
唐
の
使
に

随
い
唐
に
入
る
。
唐
中
の
文
人
、
呼
ん
で
橘
秀
才
と
な
す
。
帰
来
の
日
、
数
官
を
歴
事
す
。
年
老
羸
病
を
以
て
、
静
居
し
仕
え
ず
。
承
和

九
年
伴
健
岑
の
謀
反
の
事
に
連
染
す
。
拷
掠
に
服
さ
ず
。
死
を
減
じ
て
伊
豆
国
に
配
流
す
。
初
め
逸
勢
の
配
所
に
赴
く
や
、
一
女
有
り
て
、

悲
泣
し
歩
み
従
う
。
官
兵
の
監
送
の
者
こ
れ
を
叱
り
去
ら
し
む
に
、
女
昼
は
止
め
夜
に
行
き
、
遂
に
相
従
う
を
得
る
。
逸
勢
、
行
き
て�
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③
遠
江
国
板
築
駅
に
到
り
、
逆
旅
に
終
わ
る
。
女
攀
号
し
て
哀
を
尽
く
し
、
便
ち
駅
下
に
葬
る
。
喪
前
に
廬
し
、
屍
を
守
り
て
去
ら
ず
。

乃
ち
落
髪
し
て
尼
と
な
り
、
自
ず
か
ら
妙
冲
と
名
の
る
。
父
の
た
め
に
誓
念
す
る
こ
と
、
暁
夜
苦
し
み
の
至
り
。
行
旅
の
過
ぐ
る
者
こ
れ

が
た
め
に
流
涕
す
。
④
帰
葬
の
詔
に
及
び
て
、
女
尼
屍
を
負
い
京
に
帰
る
。
時
の
人
こ
れ
を
異
に
し
て
、
称
し
て
孝
女
と
す
。

︻
現
代
語
訳
︼

十
五
日
。
流
人
橘
逸
勢
に
正
五
位
下
を
追
贈
し
た
。
詔
を
遠
江
国
に
遣
わ
し
て
、
逸
勢
の
遺
骸
を
本
貫
地
に
移
し
て
埋
葬
さ
せ
た
。
逸
勢

は
右
中
弁
従
四
位
下
入
居
の
子
で
あ
る
。
性
格
は
大
ま
か
で
、
細
か
な
こ
と
に
拘
ら
な
か
っ
た
。
隷
書
が
堪
能
で
、
宮
門
の
扁
額
に
そ
の

手
蹟
が
残
っ
て
い
る
。
延
暦
年
間
（
七
八
二
―
八
〇
六
）
に
遣
唐
使
と
と
も
に
唐
へ
行
く
と
、
唐
の
文
人
ら
は
逸
勢
を
橘
秀
才
と
呼
ん
だ
。

帰
朝
し
て
か
ら
は
、
い
く
つ
か
の
官
職
を
歴
任
し
た
が
、
年
を
取
っ
て
病
を
得
て
か
ら
は
、
隠
居
し
て
朝
廷
に
仕
え
な
か
っ
た
。
承
和
九

年
（
八
四
三
）
に
伴
健
岑
の
謀
反
に
連
座
し
た
。
取
り
調
べ
の
た
め
拷
問
を
受
け
た
が
、
罪
を
認
め
ず
、
死
罪
を
減
免
さ
れ
て
伊
豆
国
へ

配
流
と
な
っ
た
。
最
初
、
逸
勢
が
配
所
へ
向
か
う
時
、
一
人
の
娘
が
泣
き
な
が
ら
歩
い
て
付
き
添
っ
た
。
警
固
の
兵
が
叱
っ
て
立
ち
去
ら

せ
た
が
、
娘
は
昼
に
は
つ
い
て
行
く
の
を
止
め
、
夜
に
追
い
か
け
る
こ
と
で
、
逸
勢
に
付
き
添
う
こ
と
が
で
き
た
。
逸
勢
は
遠
江
国
板
築

駅
に
到
着
し
た
と
こ
ろ
で
、
死
去
し
た
。
娘
は
そ
の
死
を
悼
み
悲
し
み
を
尽
く
し
て
、
逸
勢
を
こ
の
地
に
葬
っ
た
。
墓
前
に
庵
を
構
え
、

遺
骸
を
守
る
た
め
に
留
ま
る
と
、
落
髪
し
て
尼
と
な
り
、
妙
冲
と
名
乗
っ
た
。
父
の
た
め
の
祈
り
は
、
昼
夜
を
問
わ
ず
、
そ
の
苦
し
み
は

大
変
な
も
の
で
、
通
り
過
ぎ
る
旅
人
が
こ
れ
を
見
て
涙
を
流
す
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
帰
葬
の
詔
が
届
く
と
、
娘
は
遺
骸
を
背
負
い
京
に
戻
っ

た
。
世
間
で
は
、
こ
の
娘
こ
そ
孝
女
で
あ
る
と
賞
賛
し
た
。
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︻
注
釈
︼

①
橘
逸
勢　
（
？
―
八
四
二
）
入
居
（
後
述
注
釈
②
参
照
）
の
子
。
五
月
四
日
に
崩
御
し
た
嵯
峨
皇
后
橘
嘉
智
子
は
い
と
こ
。
生
年
は
不
明

で
あ
る
が
、
兄
の
散
位
従
三
位
橘
永
名
が
貞
観
八
年
（
八
六
六
）
五
月
十
日
に
八
十
七
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
宝
亀
十
一

年
（
七
八
〇
）
以
降
の
生
ま
れ
か
。
ま
た
永
名
の
薨
伝
に
「
左
京
人
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
逸
勢
の
本
貫
地
も
左
京
で
あ
る
と
推
察
す

る
（
墓
地
に
つ
い
て
は
後
述
注
釈
④
参
照
）。
仁
安
元
年
（
一
一
六
六
）
に
橘
以
政
の
著
し
た
『
橘
逸
勢
伝
』
に
よ
れ
ば
、
延
暦
二
十
三
年

（
八
〇
四
）
遣
唐
大
使
藤
原
葛
野
麻
呂
ら
と
と
も
に
入
唐
し
て
学
問
を
学
び
、
大
同
元
年
（
八
〇
六
）
帰
朝
。
弘
仁
元
年
（
八
一
〇
）
に

は
、
勅
に
よ
り
大
内
裏
北
面
の
門
の
扁
額
を
書
い
て
い
る
。
六
国
史
に
お
け
る
初
見
は
承
和
七
年
（
八
四
〇
）
四
月
丁
未
（
二
日
）
紀

で
、「
以
従
五
位
下
橘
朝
臣
逸
勢
為
但
馬
権
守
」
と
あ
る
（『
橘
逸
勢
伝
』
に
よ
れ
ば
、
従
五
位
下
に
叙
さ
れ
た
の
は
承
和
年
間
の
こ
と
）。

同
九
年
七
月
己
酉
（
十
七
日
）
伴
健
岑
ら
と
と
も
に
謀
反
の
罪
で
捕
ら
え
ら
れ
処
罰
さ
れ
た
（
承
和
の
変
）。
同
年
八
月
十
三
日
、
配
流

先
の
伊
豆
国
に
向
か
う
途
中
で
亡
く
な
っ
た
が
（
九
月
甲
午
（
三
日
）
紀
）、
本
姓
を
剥
奪
さ
れ
て
い
る
た
め
か
（
七
月
庚
申
（
二
十
八

日
）
紀
）、
当
日
紀
に
卒
伝
な
ど
の
記
載
は
み
ら
れ
ず
、
本
日
条
が
そ
れ
に
当
た
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
逸
勢
連
座
の
影
響
は
親
族
に

も
及
ん
で
お
り
、
兄
の
永
名
も
京
外
に
追
放
さ
れ
、
子
の
龍
剣
・
実
山
も
本
姓
を
剥
奪
の
上
、
同
じ
く
追
放
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
永

名
は
同
十
二
年
に
は
入
京
が
許
さ
れ
、
子
ら
も
嘉
祥
二
年
（
八
四
九
）
に
本
姓
に
復
さ
れ
、
入
京
を
許
さ
れ
た
。
な
お
、
逸
勢
の
死
去

直
後
に
孫
の
珍
令
が
、
幼
少
と
い
う
理
由
で
早
く
も
本
郷
に
還
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
承
和
の
変
は
藤
原
良
房
に
よ
る
陰
謀
の
可
能

性
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
逸
勢
は
冤
罪
で
あ
っ
た
と
す
る
見
方
が
一
般
的
で
あ
る
。
本
日
条
に
お
い
て
逸
勢
に
正
五
位
下
が
追
贈
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
理
由
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
仁
明
お
よ
び
嘉
智
子
が
崩
御
し
て
、
つ
い
に
本
人
の
罪
が
許
さ
れ
た
も
の
だ

ろ
う
か
。
以
後
、
仁
寿
三
年
（
八
五
三
）
に
従
四
位
下
が
追
贈
さ
れ
、
貞
観
五
年
（
八
六
三
）
の
神
泉
苑
で
の
御
霊
会
に
お
い
て
は
御

霊
六
柱
の
一
人
に
加
え
ら
れ
た
。
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②
右
中
弁
従
四
位
下
入
居　
（
？
―
八
〇
〇
）
奈
良
麻
呂
の
子
。
延
暦
二
年
（
七
八
三
）
正
六
位
上
か
ら
従
五
位
下
に
叙
さ
れ
る
。
以
後
、

中
衛
少
将
・
左
兵
衛
佐
な
ど
を
経
て
同
十
五
年
右
中
弁
と
な
る
。
同
十
六
年
に
は
正
五
位
下
、
同
十
九
年
に
は
従
四
位
下
と
み
え
る
。

同
年
二
月
辛
巳
（
三
日
）
に
度
者
を
二
人
賜
り
、
戊
寅
（
十
日
）
に
没
し
た
。

③
遠
江
国
板
築
駅　

静
岡
県
三
ヶ
日
町
付
近
か
。『
延
喜
式
』
な
ど
に
も
記
載
が
な
い
。
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
に
著
さ
れ
た
『
遠

江
国
風
土
記
伝
』
で
は
「
板
築
」
を
「
保
保
都
支
」
と
読
ま
せ
、
日
比
沢
村
の
保
保
都
支
山
（
現
三
ヶ
日
町
の
日
比
沢
・
下
尾
奈
境
の
板

築
山
）
付
近
に
比
定
し
て
い
る
。

④
帰
葬
の
詔
に
及
び
て
︙　
『
橘
逸
勢
伝
』
に
は
「
帰
葬
本
郷
。〈
謂
蛟
松
殿
歟
。
姉
小
路
北
堀
川
東
。
有
逸
勢
墓
〉」
と
あ
る
が
、
真
偽

は
不
明
。
ち
な
み
に
、『
左
経
記
』
長
元
五
年
（
一
〇
三
三
）
三
月
二
十
五
日
条
に
は
、
源
経
頼
が
関
白
藤
原
頼
通
と
と
も
に
蛟
松
殿

の
北
に
位
置
し
た
堀
河
殿
を
訪
れ
、「
山
石
水
木
誠
是
称
翫
、
但
故
橘
逸
勢
怨
霊
留
此
地
、
代
々
領
主
快
不
居
住
云
々
」
と
記
し
て
い

る
。
ま
た
、『
水
左
記
』
承
保
三
年
（
一
〇
七
六
）
六
月
二
十
一
日
条
に
は
「
右
大
殿
令
渡
蛟
松
殿
給
、
今
日
関
白
殿
可
令
坐
彼
所

云
々
、
是
為
令
覧
新
造
之
様
歟
」
と
あ
り
、
こ
の
頃
蛟
松
殿
は
頼
通
の
養
子
で
あ
る
源
師
房
が
所
有
し
、
建
て
替
え
を
お
こ
な
っ
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
な
お
『
平
家
物
語
』
に
、
治
承
元
年
（
一
一
七
七
）
の
大
火
に
お
い
て
「
橘
逸
成
の
は
ひ
松
殿
」
が
焼
亡
し
た
と
記

さ
れ
て
い
る
。

�

（
木
本
）

●
五
月
甲
午
︵
十
七
日
︶

︻
書
き
下
し
︼

甲（
十
七
）午。
①
四
品
時
康
親
王
を
中
務
卿
と
な
す
。
②
二
品
仲
野
親
王
を
式
部
卿
と
な
す
。
③
三
品
賀
陽
親
王
を
弾
正
尹
と
な
す
。
④
四
品
人
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康
親
王
を
上
総
太
守
と
な
す
。
⑤
四
品
本
康
親
王
を
上
野
太
守
と
な
す
。
⑥
一
品
葛
原
親
王
を
大
宰
帥
と
な
す
。
⑦
正
六
位
上
藤
原
朝
臣

興
世
・
⑧
石
川
朝
臣
豊
河
・
⑨
布
勢
朝
臣
真
吉
・
⑩
伴
宿
禰
須
賀
雄
に
並
び
に
従
五
位
下
を
授
く
。
⑪
従
五
位
下
中
臣
朝
臣
逸
志
を
神
祇

大
副
と
な
す
。
⑫
従
五
位
下
藤
原
朝
臣
諸
藤
を
侍
従
と
な
す
。
⑬
従
五
位
下
春
日
臣
雄
継
を
大
学
博
士
と
な
す
。
⑭
従
五
位
上
高
階
真
人

清
上
を
弾
正
少
弼
と
な
す
。
⑮
従
五
位
上
丹
墀
真
人
門
成
を
大
和
守
と
な
す
。
⑯
従
五
位
下
丹
墀
真
人
貞
岑
を
駿
河
守
と
な
す
。
⑰
正
四

位
下
坂
上
大
宿
禰
浄
野
を
相
摸
守
と
な
す
。
右
兵
衛
督
故
の
如
し
。
⑱
従
四
位
下
伴
宿
禰
成
益
を
丹
波
権
守
と
な
す
。
⑲
従
五
位
上
橘
朝

臣
貞
根
を
安
芸
守
と
な
す
。
⑳
従
四
位
上
源
朝
臣
冷
を
讃
岐
守
と
な
す
。
㉑
従
四
位
下
清
原
真
人
長
田
を
大
宰
大
弐
と
な
す
。
㉒
従
四

位
下
藤
原
朝
臣
氏
宗
を
右
近
衛
中
将
と
な
す
。
右
中
弁
故
の
如
し
。

︻
現
代
語
訳
︼

十
七
日
。
四
品
時
康
親
王
を
中
務
卿
と
し
た
。
二
品
仲
野
親
王
を
式
部
卿
と
し
た
。
三
品
賀
陽
親
王
を
弾
正
尹
と
し
た
。
四
品
人
康
親
王

を
上
総
太
守
と
し
た
。
四
品
本
康
親
王
を
上
野
太
守
と
し
た
。
一
品
葛
原
親
王
を
大
宰
帥
と
し
た
。
正
六
位
上
藤
原
朝
臣
興
世
・
石
川
朝

臣
豊
河
・
布
勢
朝
臣
真
吉
・
伴
宿
禰
須
賀
雄
に
並
び
に
従
五
位
下
を
授
け
た
。
従
五
位
下
中
臣
朝
臣
逸
志
を
神
祇
大
副
と
し
た
。
従
五

位
下
藤
原
朝
臣
諸
藤
を
侍
従
と
し
た
。
従
五
位
下
春
日
臣
雄
継
を
大
学
博
士
と
し
た
。
従
五
位
上
高
階
真
人
清
上
を
弾
正
少
弼
と
し
た
。

従
五
位
上
丹
墀
真
人
門
成
を
大
和
守
と
し
た
。
従
五
位
下
丹
墀
真
人
貞
岑
を
駿
河
守
と
し
た
。
正
四
位
下
坂
上
大
宿
禰
浄
野
を
相
摸
守
と

し
た
。
右
兵
衛
督
は
元
の
ま
ま
で
あ
る
。
従
四
位
下
伴
宿
禰
成
益
を
丹
波
権
守
と
し
た
。
従
五
位
上
橘
朝
臣
貞
根
を
安
芸
守
と
し
た
。
従

四
位
上
源
朝
臣
冷
を
讃
岐
守
と
し
た
。
従
四
位
下
清
原
真
人
長
田
を
大
宰
大
弐
と
し
た
。
従
四
位
下
藤
原
朝
臣
氏
宗
を
右
近
衛
中
将
と
し

た
。
右
中
弁
は
元
の
ま
ま
で
あ
る
。
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︻
注
釈
︼

①
四
品
時
康
親
王　
（
八
三
〇
―
八
七
）
第
五
八
代
光
孝
天
皇
。
小
松
帝
と
も
称
し
た
（
在
位
八
八
四
―
八
七
年
）。
仁
明
の
第
三
皇
子
。
母

は
藤
原
総
継
の
娘
沢
子
。
左
京
の
六
条
第
で
生
ま
れ
た
。
幼
少
の
こ
ろ
か
ら
聡
明
で
、
好
ん
で
経
史
を
読
み
、
立
ち
居
振
る
舞
い
は
雅

や
か
、
性
格
は
慎
み
深
く
穏
や
か
で
、
情
け
深
く
心
が
広
か
っ
た
。
渤
海
国
大
使
の
王
文
矩
が
そ
の
挙
作
を
見
て
、
必
ず
天
位
に
登
る

で
あ
ろ
う
と
語
っ
た
と
い
う
（
相
当
す
る
王
文
矩
の
来
朝
は
嘉
祥
元
年
（
八
四
八
））。
承
和
三
年
（
八
三
六
）
九
月
乙
未
（
二
十
九
日
）
山

城
国
久
世
郡
空
閑
地
三
町
を
賜
わ
る
。
時
に
无
品
。
同
六
年
に
母
の
沢
子
が
卒
す
。
同
十
二
年
二
月
癸
巳
（
十
六
日
）
人
康
親
王
と
と

も
に
清
涼
殿
に
お
い
て
元
服
。
同
十
三
年
正
月
己
酉
（
七
日
）
白
馬
叙
位
で
四
品
を
授
け
ら
れ
る
。
同
十
五
年
正
月
甲
戌
（
十
三
日
）

常
陸
太
守
と
な
り
、
本
日
条
に
至
る
。
二
十
一
歳
。
音
楽
の
道
に
優
れ
、
仁
明
の
勅
に
よ
っ
て
本
康
と
と
も
に
皷
琴
を
高
橋
文
室
麻
呂

か
ら
教
わ
り
、
貞
観
三
年
（
八
六
一
）
三
月
十
四
日
の
東
大
寺
無
遮
大
会
で
の
毘
盧
舎
那
大
仏
供
養
で
は
、
賀
陽
・
本
康
両
親
王
ら
と

と
も
に
寺
に
向
い
会
事
を
監
修
し
、
元
慶
六
年
（
八
八
二
）
六
月
二
十
六
日
に
は
本
康
親
王
と
と
も
に
相
撲
司
別
当
と
な
っ
て
い
る

（
即
位
後
は
貞
保
親
王
（
管
絃
の
道
に
優
れ
『
新
撰
横
笛
譜
』『
南
宮
琵
琶
譜
』
の
著
あ
り
）
が
代
わ
っ
て
い
る
）。

②
二
品
仲
野
親
王　
（
七
九
二
―
八
六
七
）
桓
武
の
第
十
二
皇
子
。
母
は
藤
原
大
継
の
娘
河
子
。
幼
い
こ
ろ
か
ら
利
発
で
、
心
の
広
い
性
格

で
あ
っ
た
。
延
暦
二
十
四
年
（
八
〇
五
）
八
月
壬
子
（
十
六
日
）
安
芸
国
賀
茂
郡
の
地
五
十
町
を
、
同
年
十
二
月
乙
卯
（
二
十
日
）
河
内

国
交
野
郡
の
白
田
二
町
を
賜
わ
り
、
大
同
四
年
（
八
〇
九
）
四
月
己
亥
（
二
十
四
日
）
に
は
、
弾
正
尹
四
品
葛
原
親
王
と
と
も
に
奉
献

し
た
。
時
に
无
品
。
弘
仁
五
年
（
八
一
四
）
正
月
乙
卯
（
七
日
）
白
馬
叙
位
で
四
品
、
天
長
四
年
（
八
二
七
）
六
月
己
亥
（
九
日
）
中
務

卿
、
同
七
年
八
月
乙
巳
（
四
日
）
大
宰
帥
、
同
十
年
（
八
三
三
）
正
月
乙
未
（
七
日
）
三
品
、
承
和
五
年
（
八
三
八
）
正
月
壬
申
（
十
三

日
）
上
総
太
守
、
同
九
年
十
一
月
戊
戌
（
八
日
）
弾
正
尹
、
同
十
三
年
正
月
乙
卯
（
十
三
日
）
上
野
太
守
、
同
十
四
年
正
月
甲
辰
（
七

日
）
二
品
を
授
け
ら
れ
、
本
日
条
に
至
る
。
五
十
九
歳
。
親
王
は
藤
原
緒
嗣
か
ら
伝
授
さ
れ
て
い
た
宣
命
を
奏
す
る
儀
に
優
れ
、
そ
の
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発
音
・
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
言
葉
遣
い
は
、
他
の
模
範
と
な
る
に
足
る
も
の
で
あ
っ
た
。
当
時
の
王
公
で
そ
の
儀
を
知
る
者
は
稀
で

あ
っ
た
の
で
、
藤
原
基
経
・
大
江
音
人
ら
が
勅
に
よ
っ
て
親
王
の
六
条
亭
に
通
い
、
そ
れ
に
つ
い
て
習
っ
た
。
息
十
四
人
・
娘
十
五
人

が
お
り
、
惟
世
・
利
世
王
の
二
人
や
孫
た
ち
は
平
朝
臣
の
姓
を
賜
っ
た
。
娘
の
班
子
女
王
が
光
孝
と
の
間
に
宇
多
を
儲
け
た
の
で
、
宇

多
践
祚
に
際
し
て
一
品
太
政
大
臣
を
追
贈
さ
れ
た
。
墓
は
高
畠
墓
と
い
い
、
山
城
国
葛
野
郡
内
（
現
京
都
市
右
京
区
太
秦
垂
箕
山
町
）
に

あ
る
。『
延
喜
式
』
諸
陵
寮
は
近
墓
に
列
し
、「
在
山
城
国
葛
野
郡
、
墓
戸
一
烟
」
と
す
る
。『
延
喜
式
』
中
務
省
、『
拾
芥
抄
』
な
ど
は

葛
野
墓
と
称
し
て
い
る
。

③
三
品
賀
陽
親
王　
（
七
九
四
―
八
七
一
）
桓
武
の
第
七
皇
子
。
母
は
多
治
比
長
野
の
娘
の
真
宗
。
葛
原
親
王
（
後
述
注
釈
⑥
参
照
）
の
同

母
兄
。
弘
仁
十
二
年
（
八
二
一
）
正
月
甲
辰
（
七
日
）
无
品
か
ら
四
品
を
授
け
ら
れ
、
同
十
四
年
十
一
月
癸
亥
（
十
三
日
）
治
部
卿
、
天

長
三
年
（
八
二
六
）
七
月
庚
辰
（
十
五
日
）
中
務
卿
、
同
十
年
三
月
癸
巳
（
六
日
）
仁
明
即
位
に
際
し
て
三
品
、
承
和
七
年
（
八
四
〇
）

正
月
丁
未
（
三
十
日
）
大
宰
帥
、
同
十
五
年
二
月
甲
辰
（
十
四
日
）
治
部
卿
と
な
り
、
本
日
条
に
至
る
。
五
十
七
歳
。
な
お
同
年
七
月

丙
戌
（
二
十
九
日
）
雷
電
が
落
ち
た
京
の
十
一
処
の
中
に
は
「
治
部
卿
賀
陽
親
王
家
屋
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
元
慶
七

年
（
八
八
三
）
二
月
二
十
一
日
紀
に
よ
る
と
、
親
王
の
家
は
山
城
国
紀
伊
郡
石
原
郷
に
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
今
昔
物
語
集
』

に
よ
る
と
親
王
は
「
極
タ
ル
物
ノ
上
手
ノ
細
工
ニ
ナ
ム
有
ケ
ル
」
と
あ
り
、
ま
た
、
京
極
三
条
の
京
極
寺
は
親
王
が
建
て
た
と
い
う
。

④
四
品
人
康
親
王　
（
八
三
一
―
七
二
）
仁
明
の
第
四
皇
子
。
時
康
親
王
の
同
母
弟
。
承
和
四
年
（
八
三
七
）
六
月
丁
未
（
十
六
日
）
山
城

国
葛
野
郡
の
空
閑
地
一
町
を
賜
っ
た
。
同
十
五
年
正
月
戊
辰
（
七
日
）
无
品
か
ら
四
品
を
授
け
ら
れ
、
嘉
祥
二
年
（
八
四
九
）
閏
十
二

月
戊
午
（
九
日
）
上
総
太
守
と
な
り
、
本
日
条
に
至
る
。
二
十
歳
。
幼
い
頃
か
ら
出
家
の
志
が
あ
り
、
貞
観
元
年
（
八
五
九
）
病
に

よ
っ
て
本
懐
を
遂
げ
た
。
山
科
に
山
荘
が
あ
り
、
四
ノ
宮
の
地
名
は
そ
れ
に
よ
る
と
い
う
。
子
の
興
基
・
興
範
・
興
扶
王
が
源
朝
臣
の

姓
を
賜
っ
て
い
る
。
親
王
の
死
を
悼
ん
だ
小
野
小
町
の
歌
が
『
小
町
集
』
に
あ
る
。
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⑤
四
品
本
康
親
王　
（
？
―
九
〇
二
）
仁
明
の
第
五
皇
子
。
母
は
滋
野
縄
子
。
承
和
三
年
（
八
三
六
）
十
一
月
戊
辰
（
三
日
）
近
江
国
野
洲

郡
の
空
閑
地
三
十
五
町
を
、
同
四
年
正
月
丙
戌
（
二
十
二
日
）
河
内
国
の
荒
廃
田
三
十
町
を
賜
わ
り
、
同
十
五
年
四
月
癸
卯
（
十
四
日
）

源
冷
と
と
も
に
清
涼
殿
で
元
服
し
て
い
る
（
同
産
の
柔
子
内
親
王
も
同
日
に
初
笄
）。
嘉
祥
二
年
（
八
四
九
）
正
月
壬
戌
（
七
日
）
白
馬
叙

位
で
无
品
か
ら
四
品
を
授
け
ら
れ
、
同
三
年
正
月
甲
午
（
十
五
日
）
上
野
太
守
と
な
り
、
本
日
条
に
至
る
。
管
絃
・
香
道
の
他
、
有
職

故
実
に
も
優
れ
、
そ
の
説
は
貞
保
説
・
良
門
説
と
と
も
に
基
経
か
ら
忠
平
へ
伝
え
ら
れ
、
朝
廷
有
職
故
実
の
主
流
と
な
っ
て
い
く
。
ま

た
、
日
記
『
八
条
式
部
卿
私
記
』
の
逸
文
も
伝
わ
っ
て
い
る
。
管
絃
の
才
は
娘
（
藤
原
時
平
室
）
を
経
て
保
忠
（
八
条
大
将
）
へ
と
伝

わ
っ
た
。

⑥
一
品
葛
原
親
王　
（
七
八
六
―
八
五
三
）
桓
武
の
第
三
皇
子
。
賀
陽
親
王
の
同
母
弟
（
前
述
注
釈
③
参
照
）。
延
暦
十
七
年
（
七
九
八
）
四

月
丁
卯
（
十
七
日
）
大
伴
親
王
（
淳
和
）
と
と
も
に
殿
上
で
元
服
。
同
二
十
二
年
正
月
四
品
治
部
卿
と
な
り
、
同
年
四
月
壬
申
（
九
日
）

大
蔵
卿
（
薨
伝
は
五
月
と
す
る
）、
同
三
年
正
月
弾
正
尹
、
同
四
年
九
月
三
品
、
弘
仁
元
年
（
八
一
〇
）
九
月
式
部
卿
と
な
り
、
同
二
年

十
月
丙
寅
（
五
日
）
上
野
国
利
根
郡
の
長
野
牧
を
賜
っ
て
い
る
。
弘
仁
三
年
正
月
辛
未
（
十
二
日
）
大
宰
帥
を
兼
ね
、
同
七
年
正
月
癸

酉
（
七
日
）
白
馬
叙
位
で
二
品
、
同
十
四
年
九
月
己
卯
（
二
十
八
日
）
中
務
卿
兼
大
宰
帥
と
な
る
が
、
同
年
九
月
庚
辰
（
二
十
九
日
）
再

び
弾
正
尹
と
な
り
（
大
宰
帥
は
元
の
ま
ま
）、
同
年
十
月
辛
丑
（
二
十
一
日
）
に
は
大
蔵
十
四
間
長
殿
の
失
火
に
際
し
て
、
消
火
の
指
揮

を
と
っ
て
い
る
。
天
長
二
年
（
八
二
五
）
三
月
丁
卯
（
二
十
四
日
）
上
表
し
て
男
女
に
平
朝
臣
の
姓
を
賜
う
こ
と
を
請
う
た
が
許
さ
れ

ず
、
同
年
七
月
丁
未
（
六
日
）
に
な
っ
て
許
さ
れ
た
。
同
七
年
正
月
常
陸
太
守
を
兼
ね
、
同
年
六
月
丁
未
（
四
日
）
再
び
式
部
卿
と
な

り
（
薨
伝
は
八
月
と
す
る
）、
同
八
年
正
月
癸
卯
（
四
日
）
一
品
、
承
和
二
年
（
八
三
五
）
四
月
丙
子
（
二
日
）
甲
斐
国
巨
麻
郡
馬
相
野
の

空
閑
地
五
百
町
を
賜
り
、
承
和
五
年
（
八
三
八
）
正
月
壬
申
（
十
三
日
）
上
野
太
守
（
式
部
卿
は
元
の
ま
ま
）、
同
八
年
（
八
四
一
）
六
月

庚
子
朔
旬
宴
で
右
大
臣
源
常
と
と
も
に
殊
に
御
衣
一
襲
を
賜
り
、
同
十
一
年
正
月
再
び
常
陸
太
守
を
兼
ね
、
本
日
条
に
至
る
。
六
十
五
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歳
。
幼
少
の
頃
か
ら
賢
く
、
史
伝
を
歴
覧
し
、
常
に
古
今
の
先
例
を
戒
め
と
し
、
慎
み
深
く
傲
ら
な
い
性
格
で
あ
っ
た
。
長
ら
く
式
部

卿
を
つ
と
め
職
務
に
精
通
し
て
い
た
の
で
、
人
々
か
ら
重
ん
ぜ
ら
れ
、
輦
車
宣
旨
を
賜
り
、
諸
親
王
と
異
な
る
待
遇
を
受
け
た
。
遺
令

に
よ
り
朝
庭
の
監
喪
を
辞
退
し
、
葬
儀
は
倹
約
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
。

⑦
正
六
位
上
藤
原
朝
臣
興
世　
（
八
一
七
―
九
一
）
本
日
条
が
初
見
。
三
十
四
歳
。
南
家
巨
勢
麻
呂
流
、
讃
岐
守
村
田
の
子
。
本
日
条
の
後

八
月
庚
戌
（
五
日
）
右
衛
門
権
佐
と
な
り
、
以
後
、
陸
奥
守
兼
常
陸
権
介
・
因
幡
守
・
刑
部
大
輔
・
阿
波
権
守
・
安
芸
守
・
紀
伊
守
な

ど
を
経
て
、
陽
成
朝
に
出
羽
守
と
な
り
、
元
慶
の
乱
（
八
七
八
―
七
九
）
に
遭
遇
し
た
。

⑧
石
川
朝
臣
豊
河　
（
生
没
年
不
詳
）
所
見
は
本
日
条
の
み
。
天
長
八
年
（
八
三
一
）
正
月
癸
卯
（
四
日
）
に
正
六
位
上
か
ら
従
五
位
下
に

な
っ
た
石
川
朝
臣
河
魚
は
近
親
か
。

⑨
布
勢
朝
臣
真
吉　
（
生
没
年
不
詳
）
所
見
は
本
日
条
の
み
。
貞
観
八
年
（
八
六
六
）
三
月
二
十
三
日
に
木
工
少
允
従
七
位
下
か
ら
従
五

位
下
と
な
り
、
そ
の
後
大
隅
守
や
安
芸
介
と
な
っ
た
。
布
勢
朝
臣
真
継
は
近
親
か
。

⑩
伴
宿
禰
須
賀
雄　
（
生
没
年
不
詳
）
承
和
の
遣
唐
使
に
請
益
生
と
し
て
入
唐
。
承
和
六
年
（
八
三
九
）
に
帰
朝
。
同
年
十
月
己
酉
朔
の
孟

冬
旬
で
御
床
下
に
召
さ
れ
、
散
位
従
五
位
下
伴
雄
堅
魚
と
囲
碁
を
お
こ
な
っ
た
。
時
に
備
後
権
掾
正
六
位
上
。
そ
の
後
、
所
見
な
く
本

日
条
に
至
る
。

⑪
従
五
位
下
中
臣
朝
臣
逸
志　
（
七
九
四
―
八
六
七
）
壱
志
と
も
。
左
京
の
人
。
祖
父
正
五
位
下
道
成
、
父
従
五
位
下
益
継
。
承
和
三
年

（
八
三
六
）
内
蔵
少
允
、
ま
も
な
く
大
允
に
転
じ
、
同
十
一
年
正
月
庚
寅
（
七
日
）
白
馬
叙
位
で
正
六
位
上
か
ら
従
五
位
下
、
同
十
二
年

母
の
喪
に
あ
い
解
官
。
同
十
五
年
二
月
甲
辰
（
十
四
日
）
内
蔵
頭
、
嘉
祥
二
年
（
八
四
九
）
九
月
辛
亥
朔
に
神
祇
権
少
副
を
兼
ね
、
本

日
条
に
至
る
。
五
十
七
歳
。
神
祇
伯
に
至
る
。

⑫
従
五
位
下
藤
原
朝
臣
諸
藤　

四
月
甲
子
（
十
七
日
）
条
注
釈
㊼
参
照
。
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⑬
従
五
位
下
春
日
臣
雄
継　
（
七
九
〇
―
八
六
八
）
越
前
国
丹
生
郡
の
人
。
承
和
十
四
年
（
八
四
七
）
正
月
甲
辰
（
七
日
）
白
馬
叙
位
で
正

六
位
上
か
ら
外
従
五
位
下
（
時
に
春
日
部
雄
継
）、
同
年
八
月
丁
未
（
十
五
日
）
も
う
一
人
と
と
も
に
、
部
の
字
を
削
っ
て
春
日
臣
と
な

り
、
左
京
に
貫
さ
れ
た
。
時
に
大
学
助
教
外
従
五
位
下
。
嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
）
正
月
丙
戌
（
七
日
）
外
従
五
位
下
か
ら
従
五
位
下
と

な
り
、
本
日
条
に
至
る
。
六
十
一
歳
。
斉
衡
三
年
（
八
五
六
）
八
月
丁
酉
（
二
十
七
日
）
大
春
日
朝
臣
の
姓
を
賜
る
。
貞
観
十
年
（
八
六

八
）
四
月
二
十
三
日
、
従
四
位
下
行
大
学
博
士
で
卒
し
た
。
年
七
十
九
。

⑭
従
五
位
上
高
階
真
人
清
上　

三
月
庚
子
（
二
十
二
日
）
条
注
釈
㉟
参
照
。

⑮
従
五
位
上
丹
墀
真
人
門
成　

四
月
己
酉
（
二
日
）
条
注
釈
�
参
照
。

⑯
従
五
位
下
丹
墀
真
人
貞
岑　

三
月
乙
巳
（
二
十
七
日
）
条
注
釈
⑬
参
照
。

⑰
正
四
位
下
坂
上
大
宿
禰
浄
野　

四
月
甲
子
（
十
七
日
）
条
注
釈
㉔
参
照
。

⑱
従
四
位
下
伴
宿
禰
成
益　

四
月
甲
子
（
十
七
日
）
条
注
釈
㉖
参
照
。

⑲
従
五
位
上
橘
朝
臣
貞
根　
（
八
一
六
―
七
三
）
左
京
の
人
。
越
中
守
従
五
位
下
宗
嗣
の
子
。
も
み
あ
げ
か
ら
顎
に
か
け
て
の
髭
が
美
し
く
、

身
長
は
五
尺
し
か
な
か
っ
た
が
、
腰
回
り
が
非
常
に
大
き
か
っ
た
。
幼
年
の
こ
ろ
か
ら
嵯
峨
に
仕
え
、
恩
幸
を
蒙
っ
た
。
承
和
五
年

（
八
三
八
）
六
月
丁
未
（
二
十
一
日
）
正
六
位
上
か
ら
従
五
位
下
、
同
十
年
六
月
乙
酉
（
二
十
八
日
）
中
務
少
輔
、
同
年
九
月
辛
丑
（
十
六

日
）
侍
従
、
十
一
年
三
月
庚
戌
（
二
十
七
日
）
従
五
位
上
と
な
り
、
本
日
条
に
至
る
。
三
十
五
歳
。
な
お
、
卒
伝
で
は
嘉
祥
三
年
（
八

五
〇
）
安
芸
守
に
遷
っ
た
が
、
任
地
に
は
赴
か
な
か
っ
た
と
あ
る
（
貞
観
十
五
年
（
八
七
三
）
八
月
二
十
八
日
条
）。
才
学
は
無
か
っ
た
が
、

仁
明
の
外
戚
で
あ
っ
た
た
め
に
昇
進
で
き
た
と
い
う
。

⑳
従
四
位
上
源
朝
臣
冷　
（
八
三
五
―
九
〇
）
仁
明
皇
子
。
嘉
祥
二
年
（
八
四
九
）
正
月
乙
亥
（
二
十
日
）
内
宴
の
日
に
无
位
か
ら
従
四

位
上
に
叙
さ
れ
、
同
三
年
正
月
甲
午
（
十
五
日
）
讃
岐
守
と
な
り
、
本
日
条
に
至
る
。
十
六
歳
。
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㉑
従
四
位
下
清
原
真
人
長
田　

三
月
庚
子
（
二
十
二
日
）
条
注
釈
⑥
参
照
。

㉒
従
四
位
下
藤
原
朝
臣
氏
宗　

四
月
丙
寅
（
十
九
日
）
条
注
釈
②
参
照
。

�

（
告
井
）

●
五
月
丙
申
︵
十
九
日
︶

︻
書
き
下
し
︼

丙（
十
九
）申。
①
従
五
位
下
藤
原
朝
臣
菅
雄
を
民
部
少
輔
と
な
す
。
詔
す
ら
く
、
②
武
蔵
国
奈
良
神
を
以
て
官
社
に
列
す
、
と
。
是
よ
り
先
、
彼

の
国
奏
請
す
ら
く
、
古
記
を
撿
ず
る
に
、
慶
雲
二
年
、
此
の
神
光
を
放
つ
こ
と
火
の
熾
る
が
如
し
。
然
る
に
其
の
後
、
③
陸
奥
の
夷
虜
反

乱
す
。
国
控
弦
を
発
し
陸
奥
を
赴
救
す
。
軍
士
此
の
神
霊
を
戴
き
、
奉
り
て
以
て
こ
れ
を
撃
つ
に
、
向
か
う
所
前
無
し
。
老
弱
行
に
在
る

も
、
死
傷
を
免
れ
る
。
④
和
銅
四
年
、
神
社
の
中
に
忽
ち
湧
泉
有
り
。
自
然
に
奔
出
し
、
田
六
百
余
町
に
漑
ぐ
。
民
に
疫
癘
有
る
も
、
祷

り
て
癒
ゆ
。
人
命
を
繋
ぐ
所
、
崇
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
と
。
こ
れ
に
従
る
な
り
。

︻
現
代
語
訳
︼

十
九
日
。
従
五
位
下
藤
原
朝
臣
菅
雄
を
民
部
少
輔
と
し
た
。
詔
す
る
に
、「
武
蔵
国
の
奈
良
神
を
官
社
に
加
え
よ
」
と
。
こ
れ
よ
り
以
前
、

武
蔵
国
が
奏
請
し
て
言
う
に
は
、「
古
記
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
慶
雲
二
年
（
七
〇
五
）
奈
良
神
は
火
が
勢
い
よ
く
盛
る
よ
う
な
光
を
発
し

て
い
る
。
そ
こ
で
そ
の
後
、
陸
奥
国
で
蝦
夷
が
反
乱
を
起
こ
し
、
国
も
兵
士
を
発
遣
し
て
救
援
に
赴
い
た
際
、
兵
士
ら
が
神
霊
を
戴
き
、

奈
良
神
を
奉
じ
て
攻
撃
に
出
た
と
こ
ろ
、
ど
ん
な
敵
に
も
負
け
な
か
っ
た
。
ま
た
老
人
や
子
供
も
隊
列
に
い
た
が
、
死
傷
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
和
銅
四
年
（
七
一
一
）
に
は
神
社
の
中
に
突
然
湧
水
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
自
然
に
湧
き
出
た
も
の
で
、
田
六
百
余
町
を
潤
し
た
。
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民
に
疫
病
が
あ
っ
た
時
は
、
奈
良
神
に
祷
る
と
こ
れ
が
癒
え
た
。
こ
の
よ
う
に
人
命
を
繋
ぐ
霊
験
は
、
崇
め
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
も

の
で
あ
る
」
と
。
こ
れ
に
よ
り
、
官
社
に
加
え
た
。

︻
注
釈
︼

①
従
五
位
下
藤
原
朝
臣
菅
雄　

四
月
戊
辰
（
二
十
一
日
）
条
注
釈
②
参
照
。

②
武
蔵
国
奈
良
神　
『
延
喜
式
』
神
名
帳
の
武
蔵
国
幡
羅
郡
四
座
中
に
「
奈
良
神
社
」
と
み
え
る
（
現
埼
玉
県
熊
谷
市
中
奈
良
）。
奈
良
神

社
は
、
仁
徳
朝
（
五
世
紀
前
半
）
に
下
毛
野
国
造
と
な
っ
た
奈
良
別
王
が
当
地
を
開
拓
し
（
奈
良
郷
）、
そ
の
死
後
、
奈
良
別
王
の
徳
を

偲
ん
だ
郷
民
達
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
武
蔵
国
は
蝦
夷
征
討
の
た
め
の
徴
兵
や
徴
収
に
預
か
っ
た
坂
東
諸
国
の
一
つ

で
あ
り
、
大
同
四
年
（
八
〇
九
）
銘
の
多
賀
城
出
土
木
簡
に
よ
る
と
、
幡
羅
郡
も
多
賀
城
に
兵
糧
米
を
納
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
奈

良
別
王
に
つ
い
て
は
、『
先
代
旧
事
本
紀
』
巻
十
国
造
本
紀
の
下
毛
野
国
造
項
に
、「
難（

仁

徳

）

波
高
津
朝
御
世
、
元
毛
野
国
分
為
上
下
、
豊
城

命
四
世
孫
奈
良
別
初
賜
国
造
」、『
新
撰
姓
氏
録
』
左
京
皇
別
の
大
網
公
条
に
「
上
毛
野
朝
臣
同
祖
。
豊
城
入
彦
命
六
世
孫
、
下
毛
野
君

奈
良
弟
真
若
君
之
後
也
」
と
あ
り
、
四
世
か
六
世
か
の
異
同
が
あ
る
。『
書
紀
』
に
よ
る
と
豊
城
命
（
豊
城
入
彦
命
）
は
崇
神
の
皇
子
で
、

「
以
豊
城
命
令
治
東
国
。
是
上
毛
野
君
・
下
毛
野
君
之
始
祖
也
」（
崇
神
四
十
八
年
四
月
丙
寅
（
十
九
日
）
紀
）
と
あ
り
、
奈
良
別
も
前
述

の
よ
う
に
「
下
毛
君
奈
良
」
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
豊
城
命
後
裔
の
下
毛
野
一
族
出
身
者
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
な
お
、
祖
の

豊
城
命
は
前
述
の
よ
う
に
崇
神
に
東
国
統
治
を
命
じ
ら
れ
た
伝
承
を
持
ち
、
孫
の
彦
狭
島
命
も
初
め
て
東
方
十
二
国
を
治
め
、
上
毛
野

国
造
に
就
任
し
た
と
さ
れ
る
（
前
掲
国
造
本
紀
、
上
毛
野
国
造
項
）。
毛
野
国
周
辺
の
豪
族
に
は
こ
れ
ら
の
子
孫
を
称
す
る
伝
承
が
多
く
、

中
に
は
、
白
村
江
の
戦
い
に
て
前
将
軍
と
し
て
従
軍
し
た
上
毛
野
君
稚
子
の
よ
う
に
、
外
征
に
関
す
る
伝
承
を
持
つ
者
、
あ
る
い
は
上

毛
野
君
形
名
の
将
軍
拝
命
（
舒
明
九
年
（
六
三
七
）
是
歳
紀
）
を
は
じ
め
と
し
、
多
賀
城
を
創
建
し
た
上
毛
野
支
族
の
大
野
東
人
な
ど
、
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蝦
夷
征
討
や
東
北
経
営
に
関
す
る
経
歴
を
持
つ
者
が
複
数
お
り
、
本
日
条
の
夷
虜
征
伐
に
か
か
る
奈
良
神
の
霊
験
譚
と
、
奈
良
神
社
創

建
に
か
か
る
奈
良
別
王
の
系
譜
伝
承
と
が
合
致
し
て
い
る
。
な
お
、
嘉
祥
二
年
（
八
四
九
）
十
一
月
壬
子
（
二
日
）
紀
に
は
す
で
に

「
武
蔵
国
播
羅
郡
奈
良
神
、
播
磨
国
佐
用
郡
佐
用
津
姫
神
並
預
官
社
」
と
あ
っ
て
官
社
に
な
っ
て
お
り
、
本
日
条
は
こ
れ
に
重
複
す
る
。

③
陸
奥
の
夷
虜
反
乱
す　

慶
雲
四
年
（
七
〇
七
）
元
明
が
即
位
す
る
と
、
翌
和
銅
元
年
（
七
〇
八
）
に
は
越
後
国
出
羽
郡
（
後
の
出
羽
国
）

の
設
置
に
前
後
し
て
出
羽
柵
が
設
け
ら
れ
、
同
二
年
に
は
「
陸
奥
・
越
後
二
国
蝦
夷
、
野
心
難
馴
、
屡
害
良
民
。
於
是
、
遣
使
徴
発
遠

江
・
駿
河
・
甲
斐
・
信
濃
・
上
野
・
越
前
・
越
中
等
国
。
以
左
大
弁
正
四
位
下
巨
勢
朝
臣
麻
呂
為
陸
奥
鎮
東
将
軍
。
民
部
大
輔
正
五

位
下
佐
伯
宿
禰
石
湯
為
征
越
後
蝦
夷
将
軍
。
内
蔵
頭
従
五
位
下
紀
朝
臣
諸
人
為
副
将
軍
。
出
自
両
道
征
伐
。
因
授
節
刀
并
軍
令
」（
三

月
壬
戌
（
五
日
）
紀
）
と
、
蝦
夷
征
討
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
後
、
光
仁
朝
以
降
活
発
化
し
た
蝦
夷
征
討
は
、
延
暦
二
十
四
年

（
八
〇
五
）
十
二
月
壬
寅
（
七
日
）
紀
の
い
わ
ゆ
る
徳
政
論
争
に
お
い
て
停
止
さ
れ
る
が
、
こ
の
時
全
滅
を
免
れ
山
谷
に
逃
げ
隠
れ
た
者

が
い
た
と
し
て
、
嵯
峨
朝
の
弘
仁
二
年
（
八
一
一
）
に
は
「
可
襲
伐
弊へ

伊い

村
」（
七
月
丙
午
（
十
四
日
）
紀
）
と
の
勅
が
あ
っ
た
。
こ
れ

を
征
夷
将
軍
文
室
綿
麻
呂
ら
が
「
各
同
心
勠
力
、
忘
殉
心
以
弖
、
不
惜
身
命
、
勤
仕
奉
利
、
幽
遠
久
薄
伐
、
巣
穴
乎
破
覆
之
弖
、
遂
其
種
族

乎
絶
弖
、
復
一
二
乃
遺
毛
無
」（
十
二
月
甲
戌
（
十
三
日
）
紀
）
と
征
伐
し
、
辺
境
の
防
衛
体
制
の
解
除
も
行
っ
た
。
以
後
、
大
規
模
な
征
討

の
記
事
は
見
ら
れ
な
く
な
る
が
、
俘
囚
の
反
乱
や
派
兵
の
記
事
は
散
見
し
て
お
り
、
本
日
条
に
近
い
所
で
は
「
上
総
国
馳
伝
、
奏
俘
囚

丸
子
廻
毛
等
叛
造
之
状
」「
上
総
国
馳
駅
、
奏
斬
獲
反
叛
俘
囚
五
十
七
人
」（
承
和
十
五
年
（
八
四
八
）
二
月
庚
子
（
十
日
）
紀
・
壬
寅

（
十
二
日
）
紀
）
や
、「
陸
奥
国
奏
曰
。
奥
地
俘
囚
等
、
彼
此
接
刃
、
殺
傷
同
種
。
事
須
警
備
以
防
非
常
。
仍
且
差
発
援
兵
二
千
人
」（
斉

衡
二
年
（
八
五
五
）
正
月
丙
申
（
十
五
日
）
紀
）
と
い
っ
た
こ
と
が
起
き
て
い
る
。

④
和
銅
四
年
︙　

現
奈
良
神
社
社
殿
の
傍
に
は
、
こ
の
伝
承
に
基
づ
い
た
「
和
銅
四
年
、
奈
良
神
社
涌
泉
旧
蹟
」
の
石
碑
が
立
つ
。
奈
良

神
社
の
あ
る
現
熊
谷
市
は
、
利
根
川
と
荒
川
に
南
北
を
挟
ま
れ
た
荒
川
扇
状
地
で
あ
り
、
今
も
豊
富
な
地
下
水
を
有
し
て
い
る
。
同
市
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内
に
は
、
奈
良
時
代
以
降
に
営
ま
れ
た
水
霊
祭
祀
場
で
あ
っ
た
と
目
さ
れ
る
西
別
府
祭
祀
遺
跡
も
発
掘
さ
れ
て
お
り
、
実
際
に
近
年
ま

で
湧
水
が
確
認
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
湧
水
は
隣
接
す
る
別
府
沼
を
形
成
し
、
付
近
の
広
大
な
水
田
の
水
源
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
こ

れ
ら
の
水
源
は
荒
川
の
伏
流
水
と
見
ら
れ
て
お
り
、
奈
良
神
社
の
湧
水
も
こ
れ
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

�

（
中
村
）

●
五
月
戊
戌
︵
二
十
一
日
︶

︻
書
き
下
し
︼

戊（
廿
一
）戌。

石
見
国
言
上
す
ら
く
、
①
甘
露
降
る
、
と
。

︻
現
代
語
訳
︼

二
十
一
日
。
石
見
国
が
、「
甘
露
が
降
っ
た
」
と
言
上
し
た
。

︻
注
釈
︼

①
甘
露　

甘
露
は
甘
味
の
露
の
こ
と
。
中
国
古
代
の
伝
承
に
お
い
て
、
天
地
陰
陽
が
調
和
し
た
際
に
あ
ら
わ
れ
る
祥
瑞
の
一
つ
と
さ
れ
、

ま
た
王
者
の
徳
が
天
に
至
る
と
降
る
符
瑞
で
あ
る
と
さ
れ
た
（『
白
虎
通
』
巻
五
封
禅
な
ど
）。
日
本
で
は
、
天
武
七
年
（
六
七
八
）
十
月

甲
申
（
一
日
）
紀
に
「
有
物
如
綿
零
於
難
波
。
長
五
六
尺
、
広
七
八
寸
。
則
随
風
以
飄
于
松
林
及
葦
原
。
時
人
曰
、
甘
露
也
」
と
あ
り
、

「
綿
の
如
き
物
」
を
甘
露
と
見
て
い
る
。
ま
た
承
和
元
年
（
八
三
四
）
四
月
壬
午
（
二
日
）
紀
に
は
「
公
卿
重
上
賀
慶
雲
表
曰
、
臣
聞
、

叡
道
格
宇
、
霊
貺
所
以
自
臻
、
皇
徳
動
天
、
禎
応
由
其
方
降
。
故
霊
鳥
集
社
、
姫
周
延
歴
運
之
期
。
甘
露
凝
階
、
陶
唐
照
休
明
之
徳
、
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（
後
略
）」
と
あ
り
、
陶
唐
（
堯
）
の
徳
も
、
甘
露
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
て
お
り
、
甘
露
を
祥
瑞
と
し
て
認
識
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
延
喜
式
』
治
部
省
の
祥
瑞
項
で
も
大
瑞
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、「
甘
露
〈
美
露
也
、
神
霊
之
精
也
。
凝
如

脂
、
其
甘
如
飴
。
一
名
膏
露
〉」
と
説
明
す
る
。
こ
の
甘
露
が
、
仁
寿
改
元
の
き
っ
か
け
の
一
つ
と
な
っ
た
。

�

（
中
村
）

●
五
月
癸
卯
︵
二
十
六
日
︶

︻
書
き
下
し
︼

癸（
廿
六
）卯。
雹
雨
る
。
①
大
な
る
は
鴨
の
卵
の
如
し
。

︻
現
代
語
訳
︼

二
十
六
日
。
雹
が
降
っ
た
。
大
き
な
も
の
は
鴨
の
卵
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

︻
注
釈
︼

①
大
き
さ
鴨
の
卵
の
如
し　

日
本
で
は
カ
ル
ガ
モ
な
ど
が
通
年
生
息
し
、
ま
た
貝
塚
か
ら
は
冬
に
渡
来
す
る
マ
ガ
モ
の
骨
な
ど
が
多
く
出

土
し
て
お
り
、
食
用
に
も
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
カ
ル
ガ
モ
・
マ
ガ
モ
共
に
、
卵
は
大
体
五
、
六
セ
ン
チ
×
四
セ
ン
チ

ほ
ど
で
あ
る
。

�

（
中
村
）
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付
記　

本
稿
は
、
京
都
女
子
大
学
史
学
会
編
『
史
窓
』
第
七
十
九
号
（
二
〇
二
二
年
三
月
刊
行
予
定
）
に
て
報
告
す
る
嘉
祥
三
年
四
月
是
月
条
に

続
く
も
の
で
あ
る
。
注
釈
に
あ
る
本
稿
未
収
録
条
に
対
す
る
参
照
表
記
は
、『
史
窓
』
第
七
十
七
号
～
第
七
十
九
号
掲
載
の
前
報
告
を
参
照
さ
れ

た
い
。
ま
た
史
料
報
告
に
際
す
る
経
緯
と
凡
例
に
つ
い
て
は
最
初
の
報
告
（
第
七
十
七
号
「
訳
注
日
本
文
徳
天
皇
実
録
（
一
）」）
の
冒
頭
に
記
し

て
い
る
た
め
、
本
稿
で
は
省
略
す
る
。

追
記　

原
稿
・
校
正
の
整
理
に
は
中
村
み
ど
り
が
あ
た
っ
た
。
記
し
て
そ
の
労
を
多
と
す
る
。�

（
告
井
）
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